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現在及び未来へ向っての一層の発展を促すために、ここに神戸大学オーケストラの50年の歴史をひ

もとかんとするものでぁる。

億井台にともされた若者の情熱が絶やされることなく、今日まで引きつがれてきたのは、音楽への

愛簿ある。この創立時代の精神を再確認することに本つて、学生オーケス トラの本質を知ることがで

とともに、各時代の経験を通して、現在の諸問題を解決することができるであろう。この度寄せ

諸氏の原稿からの生き生きとした活躍がりに、誇りを感じ、勇気づけられるものであるも

への愛に支えられた人間の集まりであるオーケス トラにおいて、我々は純粋、真摯の精神をも

未来への道を歩もうではないか。

昭和2年 に、当時の神戸高商に御入学以来、現在に到るまで変わらず神戸大学におられ、音

楽部門のお世話をしてこられた、本学経済学部教授であり、我が交響楽団の顧間をお願いして

いる家本秀太郎教授に、一文をお願いした。快 くお引受けくださった先生に、ここに感謝する

とともに今後も変わらぬ御支援をお願いする次第です。 、

神戸大学交響楽 団昭和40年 の歩み

家 木 秀 太 郎

昭和 2年 の春、神戸高商に入学して以来40年の間、私は母校の発展とともにその喜びと生みの苦し

みを味わい、交響楽団、グリークラブ、マンドリンクラブの蔭の協力者として、現役学生の日頃の練

習やコンクール、定期演奏会、演奏旅行、楽器の充実などの企画相談に応じたりOBの 皆様方の厚き

御支援の橋渡しをしたりしてきた。40年の間には交響楽団についてだけでも戦争を境として全く面目

を新たにした感が深いl―lれども、戦前特に昭和10年以前のすばらしい活躍と戦後の漸進的な発展とを

対照しながら、思いだすままに、我が神戸大学交響楽団の後を辿ってみたい。

・
裏

め

神戸大学交響楽団が最も大きい活躍を示したのは、上野伊太郎君の時代であった。君と私とは神戸

立神港商業以来のクラネメートであるが、上野君は昭和2年奉神戸高商入学以後、当時少なかった

菱響楽団のピ.アノ奏者又は独唱者 (角南浩氏などの)の 伴奏者として、後自ら創設者として 「神戸交

響楽団」を作り、神戸大学交響楽団の指揮を兼任し、団員の交流を行ない、最後に交響画として渡満

の業を成し遂げた。今日なお講堂に古色蒼然として残るグランドピアノやチェロの一部は、当時君が

その絶大の熱意によって大学を動して全交響楽器の一獅を購入した遺物の片鱗であり、神戸大学交響

よ、神戸の地に初めて生れた市民の作った交響楽団として今も語 り草となっている。

戦前の活躍について今一つ忘れる事のできないのは、大先輩山中直一氏 (大正 8年 旧高商卒、三国

精錬KK会 長)の 今もなお続くその厚き御支援である。‐氏の卒業記念として贈られたアプライ トピア

ノは、昭和34年六甲台食堂の出火の際類焼するまでのグリークラブの唯一の財産であり、交響楽団と

しても今日までの最大の御支援の人である。す ぐれた洋楽家のたびにその若々しい御姿を拝するごと
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に氏の母校愛に感謝せずにはおれない。

さらに船井虎一氏 (昭和 3年 旧高商卒)が 4年 の筒井ケ丘生活の間一 日も欠かさずバイオリンを片

手に抱えて通学され赤陳瓦の講堂の 2階 で一人で練習 しつづけられた熱心さは今まで40年の間に他に

類例がない。

戦後の交響楽団のうちで思い出深いものは、毎年の定期演奏会と国内一―主として近畿 。中国 。四

国―一の演奏旅行である。定期演奏会は、最初講堂で行っていたが、後海員会館に移った。海員会館

は、神戸駅の汽車のポッポッポの音がそのまま入り攪乱であったが、今の神戸国際会館の建設と共に

ここに移った。神戸大学交響楽団定期演奏会といえば神戸大学生のガールフレンドと現役学生が会場

の半ばを占め、私などは、母校であり自分の所属大学でありしかも長年お世話 している交響楽団の晴

れの年行事の会にこんなお嬢さまたちの花が咲 くことに異様な感と限 りない喜びを感 じた。演奏の技

術は年とともに、若千の前進をつづけている。やは リメンパーの増加という事と演奏技術 と の 間 に

は、平行の関係も最初はあるけれども、一方やたらに増すばか りでは質の問題も生 じる。 この点は、

マネージャーたちのむつかしいところである。特に楽器ごとに各 々別の話であるから、全体としての

バランスという点では神戸大学交響楽団のように戦後今 日までいつの場合にも、 メ ンバー
獲得に最も

心を痛めなければならなかった楽団の場合は、そうである。それに指揮者たるノ、が団員の心をとらえ

るという 「人の和」の問題と一方では技術的に団員をひっばってゆ くだけの技術なり音楽的なカンと

いう点で、実際に毎年 この問題は収支の問題とともに、交響楽団の運営として一番むずかしい点であ

る。専門家の指揮者の援助なり指導によって技術的なレベルを上げるという必要は、現在の交響楽団

の段階では特に他大学音響楽団と対比したとき、又大物曲に野″Ь的である場合など是非なすべき問題

ではないかと思 うが、この点も実際には私のような顧間の立場のものが意見を述べる問題ではなくし

て、部長、指揮者、マネージャーたちが自ら決定すべきことであろう。

技術的にす ぐれた演奏者は神戸大学交響楽団の場合戦後数える程 しかなかったといえる。戦後の中

では、フルー ト部門に 2～ 3人 あったのが目立つ。今の現役の勝部治樹君のす ぐれたフルー トは私の

現交響楽団への関心を深 くする動機であった。

管弦奏者もだんだんふえて来ているが、わたしの注 目が自然それに向くからかも知れないが、時に

チェP部 門のいい奏者がもっと出てほしい。コンサー トマスターは特に学生の定期演奏会では最も人

の注意をひ くらしいが、神戸大学生らしい人が選ばれて好感をもつ。教育、医学部学生の参加は、た

しかにプラスになった。

40年を顧みて、そ して丘を巣立って行った楽人の社会活動をみて、やはり大学生活に音楽の吹き込

みは是非必要なことであり、再びもつことのないこの人生 とい うものにいい心のプラスをされたと思

う。

私個人の気持からは、音楽は人生にとって 「生きる喜び」というものを教えて くれた。苦 しみも悲

しみも音楽によって喜びに換えられ、あすの日に生きる喜びを音楽によって与えられる。国際的な音

楽家のなまの音楽に直接ふれた夜は、新鮮なインスピレーションに全身がふるえ、すべての悩みを忘

れてしまうも忘れては困ることまでも忘れる。
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我がォーケストラの水流が南井丘から岩清水の如 く流れ出したのは大止4年 であった。大正 4年 と

いうと、宝塚に宝琢歌彦」が生れた年であって、大正 3年 から始まった第一次大戦が 日本に好景気をも

たらし、神戸の町も貿易の拡大と共に、活気に満ちていた。当時の神戸の町は、早 くから西炊文明を

受け入れ消化してきた全国でもハイカラ的であったし、在留人も多くなにかと外国の香 りの高い町て

あった。 しかし残念ながら、音楽については、今とあまりかわらぬ不毛の地であったといえる。 もち

ろん一般的な事であって、在留のアメリカ人達の中には、同好者が集って、ヨンサー トを催したり、

後には 「天地創造」や 「ア リヤJ等 のオラ トリオを演奏したことがあったと聞く、ここで揺墜期の先

輩諮氏の音楽的環境についてさらにくわしく山中氏にお聞きしてみた。

吉話をするなどは、まだ気も多少若いつもりでいる私には、老人めいて片腹痛い心持もするのであ

るが、私の育った明治30年代の後半頃 (1903-)か ら私が神戸高商を卒業する大正 8年 (1919)まて

頃の大阪や神戸の生活の音楽的環境を思い出して見るのも面白いかと思って一寸書いて見た。因り思

い出すままに考証もせず系統立った話でもない、簡単な雑険なものであるが御諒承を願いたい。

明治36年に大阪市で、第 5回 内国勧業博覧会というものが催された。西欧先進国の文化産業の啓蒙

的な展示であ り、最も新 しいア ミューズメン トの紹介でもあった。美術館の西の下手の広場 の 中 央

に、相撲の上俵を一回り大きくした大きさの音楽堂が設けられて陸軍第4師 国の軍楽隊がここで時 々

演奏をやった。この時私は生まれて始めてハーモニーを持った音楽を聞かして貴ったのであった。何

しろ 5才 の時の中で大した感動を受けた覚えもないが、何となく異国的と感 じ取れる味の変ったもの

と受取ったと記1意している。劉暁たるという漢語の形容詞には、どうも金管によるハーモ二十の感 じ

があるように思 う。そのずっと奥に昔始めて問いたブラスバン ドのハーモニーがある様だ.

この時分の音楽的環境はどうであったか。家庭では (私は大阪の高船場の生れうめったに音楽を聞

くことはなかった。父が時 話々曲をうなるのと、祖父の誕生の祝に、仲居さん (やとな)を 招んで酒

間の斡旋をさせていたが、興が乗ると彼女等の三味線が鳴 り出して地唄や、義太夫のさわ りや、さわ

ぎ唄が歌われた位のこれは年に一度の出来事に過ぎなかった。

後年妹達が小学校へ行 く事になると、祖母が彼女達に琴を習わせた。 「六段」とか 「黒髪J「 越後

獅子」などの古典の外 「千鳥の曲Jと か 「春の出」などの新曲をよく耳にしたものである。家庭外で

は道頓堀の芝居の下座のお雅子、文楽の浄瑠璃。この時分からそろそろ唄われ出した艶歌師のうた、

それから祖母の所へ来るめくら按摩の熊はんというのが覚えて来て聞かせる 「さのさ節」や 「しのの

めのス トライキ」などというはや り唄。

小学校では 5年 (私のクラスが第 1回 の5年 生となった。だから4、 5、 6と 3年 間最上級で威張

ったわけだっ)ぐ らいになった時ピアノがその小学校の唱歌教室に据わった。美しい音だと思った。

問

頃き幼
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併し学校の先生達は、両手の指を 1本 づつ使ってメロディをひ くのがせいぜいであったようだ。

小学校の末年に祖母が夕ヽ一モニカを呉れた。ホーナーの製品だったから音も確かで音色も勿論よか

った。これが私が家の入った最初のハーモニーであった。音を探 し出して唱歌のメロディを吹 く楽 し

スの間、多数の孔を一緒に吹いたり吸った りしていると、楽隊を聞く思い一―それも高級 な軍 楽 隊

一一がした。これが私には、ハーモニーを楽しみ、高度の音楽に対する、ほのかなあこがれを感 じさ

せたようである。

その時分千日前で10銭出して入った電気館や世界館などいろんな活動写真小屋では、いわゆるジン

タ (大阪では単に楽隊)が 映写中に演奏していた。 クラリネ ツトにコルネ ツト、大太鼓に小太鼓の編

成で、例の有名な 「美しき天然」などが最もポピュラーであったが 「カルル王万才」などのマーチ、

アメリカの 「マーチング ・スルージョウジアJ「 ウィ・ウイル ・ラリー ・ラウン ド・ザ ・フラッグ」

これらは後になって原由がだんだん判ってきたので初めから出名が知らされていたのではないが、何

れも自然に発散する異質の情緒は、私のエキブティズムを (映画と一緒に)そ そ り、はぐくんでくれ

た。なつかしい思い出である。

中学へ行 く事になってからも、週一度の音楽の時間が 3年 まであった。教え方も内容も小学校時代

の延長で無味乾燥、音楽を知 り、音楽を愛する事を教えてくれる人は先生の中になかった様である。

所が大正 3年 に中学 5年 の時、私の音楽経験が突然拡大した。中学校の専任音楽教師として元 4師 団

軍隊でバ リトンチューパを吹いていた人が赴任して来られ、この先生の指導で同級生 7、 8人 が集ま

って男声 4部 合唱を初めて試みたのであった。和声の美しさ合唱の面白さ、楽しさを知 りそ して体験

したのはこの時からである。この先生に後にはピアノの手ほどきをして貰った。これで私の音楽に対

する理解が格段に伸びたと思 う。

音 楽 へ の 道

そこへだんだん優れた青楽を聞く機会が増えてきた。中でも大 2年 の秋に大阪北浜にあった帝国座

(建物の外部は住友 ビルの東向いに、この間まで残っていたが今取 りこわされつつある)で 、上の妹

が通学 していた相愛学院のスポンサーで音楽会が催された。イタリーの声楽家サルマ リー氏、北欧人

らしいピアニス トのパプロフスキー氏にヴァイオ リエス トのズブラウィッチ氏、この3人 の欧州直輸

入の生の音楽を聞く事が出来たのは、私の生涯の感激だったようである。 ピアノ出やヴァイオ リン曲

はあまり高 くて、異質で、近より難 く尊いものに覚えたが、サルマ リーのベルカン トは私を夢中にし

た。このサルマ リーは東京の帝劇で三浦 (当時は柴口)環 女史とカブレリア ・ルスティカーナを日本

で初めてやった人で、後に私も彼女の トツドウや、 リゴットの女心のカンツオーネなどを聞いて大い

に陶酔したものである。

私が本格的な交響曲を聞いたのが、大正 8年 東京の上野の音楽学校の定期演奏会で、

の 「英雄」だった。それとて常設的なものと云えなかったようである。そんな時代のことだから、ど

この学校にも交響楽団のようなものがある訳はな く、あるとすれば、ヴァイオ リンの合奏団、よく行

ってセロとピアノが加あるという程度であった。筒井が丘の隣にいた関西学院も当時はこの程度だら

た。尤 も慶大には伊太利人のサルュリか誰かが指導したマン ドリンの合奏団があった。マン ドラやギ
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ターを低吉楽器とした、堂 々たるものて、さすがと感 ビtiし、文何―(そ と多少ブD Fns志もFrャしたf

この辺 |)から私が音楽の道に直進する運命が決った様てある.一 方、神戸1烏商の学生は_―
~っ

て蛮カ

ラな学生が多かったようである。それが皆の誇りでもあ り、文保存に努めた重厚味てもあった。大TE

4年 には、2、 3可 生の時に既にあったというグリークラブは当寸ただの2人 に波ってしまっていた

し、器楽の方は、今でいうクラブ活動|よ、なかったどこの年本科 2年 の諸氏 (伊藤、十11崎、宮崎)が

提H呂されて、ウィオ リエスト遠藤和一氏 (当時 「テゴイネルワイビンJを 弾いたというのて、有名だ

った者楽家であった。)に 罰i事した。lil中氏は故琉納悌治氏とともにマン ドリンを携えて、この団体

に人り時 々ピアノの伴奏をされ、編山の方法を学ばれた。

神戸大学十一ケス トラ史 L初めての演末は、大正4年 の詰学大会でのア トラクションとして行なわ

れた。この模様を伊藤則忠氏にうかがってスた。

大`亡初期の母校は所記草合の村塾 て、全 く何の娯楽も無かった。学校としての大きな催 し物は、

春の敏島浜のボー トレース、秋の校庭に於ける陸上運動会、年末の F山手のキ リス ト教青年会館での

語学大会位のものてあった。

当時としては余 りに趣味が無さ過ぎると思い、同志語らいツァイオ リンのクラブを有Jめた。束の安

藤幸子、内の遠藤和一 とnとび称された人ヴァイオリニス ト遠藤先生に師事 して学生会館で練習を始め

た.仲 々弦重な構古で、 11可の稽古はフ十~マ ー教本 2行 位苑、教本 1を 習 うに相当時間がかかるた

めに、初めは12、3名 あった会員も次第に減少して、これではならぬと語学大会に出演することに し

iブァイオリンが 3部 位に分れて、十11中直一君 (大止 8年 卒)の ピア ′伴奏て施練習 した。当時母校

|こ|よピアノは無 く関西学院のチャベル (現在王子公園十二現存する赤叫けとの教会)を 拝借して練 習 し

た,曲 は簡単なワルツてあったと思 う3

語学大会に出演 して、ワグ十一 ・ツサ イテ ィが公開公淳iとた.母 Trとして|よ全く初めて の こ と と

て、好評であったらしい.

これは大正4年 12月8日 のことてあるこ全 (幼稚な貧ぢJなものであったに違いありませんが、当時

としては画期的なこととて評判はよかったi、

以上の如 く、神戸大学十一ケス トラtよ、その初めての卜i寒会を好計のもとに終えた

当時は レヨー ドも楽譜も市販されていない頃で、すべて行限の楽器の範囲内にて楽評を編曲せねば

ならなかった。これをほとんで山中氏がされたi

この合奏凹は、人正 5年 には、部真を募 り |

クリークラブ」を拡大し次いで楽器は何によら

ず持ちよっての合奏回へと成長した。部員は 十

放人になっていた。大正 6年 (1917)12月 の語

学大会 (第11回)l~は マン ドリンオーケストラ

の名で出演した。編1文は、マン ドリンとツァイ

ォリンの外に 2本 のフリュー トとチェPを 加え

たもの~‐
、これは今でいうマン ドリンナーケス大正 6年 12月語学大会での演奏 (YMCA)

― 馬 一
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トラとは、区別すべきものであろうc次 第にマン ドリンを分離すべき領向にあった。

大正 7年 には、フイルハーモニックソサエテイと名乗 リヘンデルのラルゴを演奏した。 8年 の第12

回語学大会には、山中氏の指揮のもとに、作出されたばかりの商神マーチとベー トーベンのスケルツ

オを演奏した。このようにして次第に出演の機会も2、 3回 と増え、曲も種類も多彩にな っ て ヽヽ っ

た。翌 9年 の 9月 には第 5回 関西学生英語雄弁大会に出演し、ヴェルディの トラビアタよりの抜孝曲

を演奏している。

この時期の様子を出中氏にうかがったお話で紹介しょう。

こ`のソサエティに、マン ドリンを入れた りした不純さはあっても、セPを 弾いた内山博二君 (15

回)と 、フルー トを吹いた福井孝一、中村勝四郎 (何れも13回)の 両君がいたことが、今日のオケに

育っていく素地を造ったことは否めないと思 う。私 として実におこがましいとい うか、身のほど知ら

ずというか、云 うも恥ずかしいのであるが、卒業の前年の秋、 「神戸高商大行進出」という名のみ堂

た々る出を作って演奏して貰った。当時の演奏の機会は、年末行事である語学大会であった。当時の

校歌 「商神」と 「大怖Jを テーマにした行進出風の序由のようなもので、もとより幼稚極 りなく、チ

ャイコフスキーの 「1812年」をまねた りしたものであった。でも、序奏があり、 「商神Jと 「大肺」

とが出調を変えて出て来、 ト リオを経て 「商神」を拡大したフィナーンに終る構想で、おなじみのメ

ロディが主として出て来るので、演奏者にも、聴衆にも大いに喜ばれた。このような曲を持っている

学校が、当時外にあるかという位が、そのときの私のほこりであった。昭和 8、 9年 の頃には神大オ

ケが急に大きくなったのではなかったか。当時のコンダクター上野伊太郎君が、この出のあることを

知って、オーケス トラに書き改めてほしいと頼んで来た。私はオーケス トレーションのことは全 く知

らないにも拘らず、彼の熱意にほだされたような格好で、やっつけ仕事にでっち上げて上野君にスコ

アを渡したのであったが、これが曲りなりにオケの一つの紐帯になったかも知れないと手前味噌なが

ら思 うのである。このスコアも戦時中に失われたし、私もすっか り構成を忘れてしまったので、この

曲も昔校内で売るために吹き込んだ レコー ド1枚 を残してこの世から消えてしまった。お蔭で私の若

気の至 りの、恥の塊がなくなったわけだが、当時演奏して くれた人達の中には、なつかしんで くれる

人もいるようである。

何といっても時代である。当時ヴァイオリンと云えば、どこのお嬢さんと筆出を合奏するのを楽し

みに稽古 した位の時代だから、それ相応のものしか出来ようがなか つた。が、そんな程度より1、 2

歩は進んだ形で次の山口真三君に渡したつもりだ。とはいえ、私達の蒔いたひ ょろひ ょろの苗から、

今 日の神大オケにまで成長しょうとは。

代々の学生諸君、その指導者諸君の熱意と努力と協力に深 く敬意を表するとともに、その輝かしい

将来に祝福を送る次第である。、

その後大正10年から11年にかけてフイルハーモニックソサエティはきわめて活発な動きを示 してい

る。大正10年には、語学大会出演の他、大津や姫路で演奏会を持っているc学 友会報によれば、姫路

演奏会は彼地で有史以来 2度 目の音楽会であったそ うで、大好評であったらしい。演奏会は、アィル

ハーモニックツサエティの単独のものではなくコーラスや部員によるピアノやヴァイオリンのソロな

ども交えた変化に富んだものであった。翌11年には、高商の音楽部が単独i二主催して行った最初のグ

- 6 -



ラン ドコンサー トと銘 うった演奏会が行なわれた。 2月 11日YMCAで 行なわれたこのコンサー トに

は、高商の音楽人口がすべて集められ出演したが、その規模の点からみても、又喫茶店のメニューを

思わすような洒落れたプログラムからみても当時の音楽会としては、一流のものであった。フイルハ

ーモニックツサエティはこれに 3ス テージ出演した。合奏 3曲 、山本潤氏のピアノ、竹内稔氏のヴィ

オリンなどのソロやマン ドリン四重奏なども行なわれた。

大正11、2年 、我がフイルハーモニックツサエティがいかなる活動を示したか、残念ながはっりし

ない、ただ13年に入学された大西武夫氏の時、管楽器が購入された事は、特筆されるべきだろう。従

来管楽器が使われていたとはいえ、ここになにがしかの楽器が本格的にソサエティ所有として存在し

たのは、やはリオーケス トラ史上、一つの画期であったと言 うことができる。それは昭和初めのフイ

ルハーモニックツサエティの隆盛の礎の一つであったと思われる。

この事情を大西武夫氏に話してもらった。

私`が音楽部に籍を置いたのは、大正13年の春から15年奉までの 2年 間で、まさに大正末期に当る

訳であ ります。当時の音楽部には、マン ドリンクラブ、グリークラブ (合l昌団)お よび私の所属した

フィルハーモニック ・ソサエティ (弦楽合奏団)の 3グ ループがあり、部長は田中金司教授だったと

記'隠しています。

私がはいったころの編成は、第 1と第 2の ヴァイオリン、ビオラとセロ、それにピアノという、誠

にささやかなものでした。練習していたのも、校歌を出中直一氏が編出された 「商神マーチ」 くらい

で、校外で演奏することもなく、講堂で開かれる恒例の音楽会や語学大会に出演する程度でありまし

スニ。

大正14年になって、私はなんとかして管楽器を加えたいとの欲を起したものの、部では全然予算が

取れないため、同志と図って、先輩から寄付を仰ぐこととし、分担 して資金獲得に奔走しましたが、

なかなか予定 したようには集まらず、結局不足額は私の父に出させて、ようや くクラリネット2本 と

フルー ト、 ト ランペ ット、 ト ロンボーン各 1本 を手に入れ、バスと打楽器は借用ということで、貧弱

ながら、どうにか格好だけは付 くことになりました。

しかし、次の問題は奏者で、八方物色した結果、やっとメンバーをそろえて練習を始めたところ、

途中で落伍する者が出た りして、難行はしましたが、ともか くも、卒業まえに開催した音楽会では、

「商神マーチ」のほか、ブラームスの 「ハンガリー舞曲」とルビンスタインの 「天使の夢」とを演奏

することができました。

ォーケス トラ以外に、弦楽四重奏 (チャイコフスキーの 「アンダンテ ・カンタービレ」)と ピアノ

トリオ (シューベル トの 「楽興の時」と 「軍隊行進出J)を 演 じたのも、忘れ得ぬ思い出です。

私は、小規模ではありましたが、管弦楽なるものを最初に上筒井の講堂において鳴らしたと、長い

間自認していました。ところが、最近になって、どうも私の入学以前に演奏されたことがあるように

見受けられてきたのですが、いかがでしようか。、

以上年代を追って大正期のオーケス トラ活動をたどってみた。そこには、当時の社会が うか が わ

れ、学生の気質もあらわれているようだ。

西洋音楽が 日本に紹介され、啓蒙的役害Jをはたしていった時期に、我がオーケス トラも遅 々として
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ではあ

ブ、 フ

された

すめてきたといえるだろう。一方グリークラブ、マン ドリンクラ

ィは完全に三分されておらず大低の人は、かけもちで、色々と活動ィル A■ も 島 ック ッサ ェテ

ようである。

昭 和  年  間

昭和時代に入 り、いよいよ戦前最高の時期に近づ く。部員諸氏は意気軒昂、練習にはげみ、 「未完

成J、 「パデレフスキーのメヌエットJ、 「ピッグダム」などをマスターしていた。

昭和 2年 の夏季休暇には、山陽地方への演奏旅行を行なっている。この地方演奏について角南氏か

らの寄稿を次にかかげる。

私が神戸商高に学んだのは大正14年から昭和 4年 の4年 間である。予科に入学するとす ぐ好きな道

でグリークラブのメンバーになった。ところが音楽部といっても管弦楽団とマン ドリンクラブの3団

体でせいぜい30名か40名しかいないので 1人何役かをつとめる始末である。毎年 5月 の記念祭行事の

音楽会ともなると大変である。当時は何事も卒業 1年 前の本科 2年 生がすべて中心勢力であった。そ

の頃の私は音楽会にはほとんど出っ放 しという格好になる。グリークラブの指導をして、 独 「昌を し

て、マン ドリンオーケス トラのマン ドローネをひいて、管弦楽団のコン トラバスをひいて、まさに 1

人 5役 ぐらいをつとめていたからである。

グリークラブというても12名から、多い時で16名ぐらいかき集められるのが盛一ぱいであった。

さて、管弦楽団――交響楽団などいえたものではない一一のメンバーだが私の記憶をくってみる。

残念ながら肝腎の指導者が思い出せない。24回の出崎隆夫君や学 3の 上野伊太郎君の記憶もある。山

崎隆夫君はギターをひいていたし、マン ドリンオーケス トラの指揮もしていた。コンサー トマスタ_

は22回の船井虎一氏で、ヴァイオリンは23回の小倉五郎君、21回の神戸二郎氏、学 3の 赤坂忠次君な

どであったる殊に大先輩の19回高津奈良男氏が賛助出演していただいたのは有難かった。チェロでは

21回の丹波三郎氏、25回の故江藤真君が印象に残ちている。管では トランペ ットの達人で22回の西野

暖氏 トロンボーンでは22回の早崎広種氏がいた。クラリネットやフルー トとなると人がいないのでお

隣の関西学院から両刀使いの名人一名前を忘れた一を借用に及んでいた。借用 といえばピアノも小倉

君の神戸一中の同期かで尚美堂の御曽子江藤君を引張 り出していた。打楽器は22回の橋本順治氏、ヨ

ン トラバスが私といったソキハギだらけの陣容であった。そのコン トラバスも音楽会前に三木楽器か

ら賃借する始末である。それでも山中直一作出の 商`神、などの演奏ではヤンヤの鳴来を博したもの

である。

こんな状態だから私など音楽会の前2週間ほどはPクに授業も受けられない。ゼミの方も音業部長

の故小川忠能教授であったので大 目に見ていただいた ものである。

忘れ もしないのが昭和 3年 の夏だった と思 うが、関西学院 と合同で演
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開催地は尾道、広島、福山の3カ 所でいずれも土地の凌霜会支部の主催である。指揮者は山崎隆夫君

て、ピアノに関学の故大沢寿人君が一緒だった。大沢寿人君は関西が生んだ楽壇の鬼才で、現朝 日放

送原専務の同期生で、ラジオ開局当時大活躍をしたが、惜しいことに若 くして過労のため故人となっ

た。この演奏旅行がなかなか傑作である。マネージャーは西野暖君。彼こそは音楽の虫の よ うな 男

で、授業にはほとんど出ないが、音楽の練習は欠かしたことがない。たしかセ ミプロとして尼崎のダ

ンスホールのバン ドに出ていて、起きるのが昼頃という有様だったとか。映画が トーキー時代になっ

て西梧朗といって日活の音楽監督で鳴らした凌霜変 リダネの 1人である。

この西マネージャーがとにか く今度の演奏旅行は成功間違いない。必ず倍にして返すから10円づつ

出せと言って団員から資金集めをして出かけた。

最初が尾道で、先輩宅へまず落つ く。その前に地方ではどうしても日本ものをやらないと人気がな

いからとて、急ごしらえで勧進帳や春雨を仕込んでいった、先輩宅へ行 くと、自動車を用意してある

から 街`廻 り、をして くれないかというのにはあきれてしまった。 ｀街廻 り、というのは人集めのた

めのチン ドン屋である。いたしかたなくオープン自動車に楽器を担ぎ込んで、ブカブカ ドン ドン街中

ふれあるいた。オープンのボロ自動車の座席のうしろに立ってコン トラバスをひいた図など、まさに

漫画ものである。

また、会場が小学校の講堂で、瀬戸の夕瓜といってムシ暑いことこの上ない。その上、蚊がものす

ごい。壇上に蚊取線香を林立させ上衣はかなぐり捨てての無礼講演奏会である。汗は滝のように流れ

る。蚊は足許を襲 うでおかしいやら、難儀なやら、それでも最前列にずらりと並んだ尾道芸者のやん

やの拍手に一同張切らざるを得なかった。

福山では音楽同好会が何 くれとなく大変サービスして、花環などいただいた。 3市 の中で、音楽的

には一番進んでいた印象は今でも忘れない。 しかもモダンな ドームステージを持った公会堂が竣工直

後だったと思 う。広島の小学校のステージと天丼の間がせまっていて大変や りに くかったことも記憶

にある。演奏曲目は、勧進帳の外、末完成、カルメン組曲、スペー ドの女F、 バグダットの盗賊、チ

ャイコフスキーのアンダンテカンタビーレなどであった3

最後が福山であったので、軽便鉄道で櫛の浦に行って遊んだのが唯一の リクリェーション であ っ

た。そ して皮算用の10円投資はそのまま永久に返って来なかった。当時の学生に10円は大 金 であ っ

た。西マネージャーは一同からうらまれ放 しである。ミ

昭和 3年 、 5月 17日には神商25周年記念音楽会を行い、J 倉ヽ、角南、江藤、上野、大岡の諸氏が、

1グァイオリンソP、 ピアノトリオ、ヴァイオ リンソナタ等を演奏した。この当時は音楽部としての出

演であった。12月8日 には秋期定期演奏会が行なわれ、ピアノトリオ、1グァイオリンソロが行なわれ

た。その当時の商大新聞によれば、管楽器の人が足 りないために、ォーケス トラ演奏ができないのを

嘆 く一文がでている。

昭和 4年 には、 6月 22日講堂に於いて音楽会が開かれ、岩崎、上野、江藤氏らによるピアノトリオ

で、ブラームスの匈牙利舞踏曲第 5番 等、江藤真氏のセP、 上野伊太郎氏のピアノ伴奏でポールワッ

シュの曲、岩崎氏のヴァイオ リンソロでザイツの 卜短調コンチェル トが演奏された。同年 12月 15日

夕、音楽部の公開音楽会が開かれ、上野氏のピアノソロ、岩崎氏のヴァイオ リンソロが聞かれた命こ
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こて当時の新聞による音楽部評を兵ると、現代の我 々

にも通用 しそ うな ものがあると思われ るの で 転 ま す

る.

音`楽部|よ神戸マ ンに常得意を持つ音楽 大会に気を

はいたのみ、この部が南台文化宣揚のため 白覚的行動

をとることが望 ま しい。堕勢によって行動す ることを

やめ よ、学生の興味関″らのいづ こにあるかを研究 し新

しい活動領域 と活動様式 とを聞拓せ よ、部 員全部が部

の活動に積極的に参加せ よ、特に学部か ら部 員を得よ

等 々か くしてこそわれ らは'千気に満た1930年を迎え得

るのだ。、

昭和 5年 7月 4日 下山手青年会館において音楽部後

援会主催の吉田顕世氏のチェPリ サイタルが行なわれ

た。

同年12月6日 、1●例の音楽大会が行なわれ大聴衆に

対 に′、復活されたオーケス トラl~よって有名な 商`神

マーチ、が渡奏され、素H青しい人気を得た.

当時の新聞によると 「クワルテットによ練習の充分

でないことを示すぎこちなさがあったェ ト リォに比 L

てFFD劣りが したのは遺は、培崎君のブァイ十リンツロよ昨年に比して一段の技術の進歩が窺われた、

ソナタの第 2楽 章で伴奏と合わず中JLしてやりなおした芸術的良″心のあらわれは注目に値すべきもの

である。上野君のピアノツロは演奏の立派 さをビアノの悪さが傷つけている。オーケス トラの久し振

りの復活は嬉 しい、 メ ンパー中になお未熟な人があったとはいえ商神マーチ|よやはり音楽会で丘人の

一番聞きたいと思 う曲日てあ |)高神合呼キよ一層その価値を増した全体を通 ビて学生らしい真摯さが充

分縮れていて好感を与えたrJと ある:

昭和16年 4月 には明石小学校で、また、同年 5月 ]6日の音楽大会に出演した。同年には商神マーチ

が レコー ドに吹込まれた。このレコー ドよ現在 1枚 、三越音楽隊のものがなっているだけである。な

お、この年からフイルハーモニックッサェサ ィ主催の名曲鑑賞会がしばらく行なわれた.

同年 6月 27日は我がオーケス トラが一 ノ、立ちし、前進への足をj塔スだしたHで ある.P日ら神戸商大

フイルハーモニックツサェテ ィとして始めて独自て、第 11咽管弦楽大演奏会を開いたのである。その

枚様は、新聞に次の如 く表わされている.

昭和 4年  ピ ア ノ トリオ

当日は上野伊太郎氏の指揮て、学の内クトから集まる聴衆六百教 |ム、階上階 ドえ

き盛況を極めた。まず商神マーチに始まり、次いで雨満、男声合H出、ロマン予 ィ

P独 奏、混声合唱等の演奏があ り、一流の七ロイス トー机信二氏プD独末及ご

の混声合「出は満場を陶酔せしめた。

同年11月7日講堂にて専門常F記念音楽会が行なわれた1 二
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されるため、



専門部学生委員会主催によって行なわれた。勿論しめ くくりはオ

ーケス トラで、出中氏の指揮で神商大行進出である。

12月 5日 には第 2回 管弦楽演奏会が開かれた。

昭和 7年 2月 の商大新聞は、楽器購入の件 (ヴィオラ、パス、

トロンボーン等)と 「校歌コロンビアから発売 2月 新譜」の見出

しで、商神のコーラスを片面に、神戸商科大学グラン ドマーチの

演奏を、もう片面に吹きこんだ レコー ド発売を報 じている。そ し

て 「近代的メロディーではないが、あの荘重な校歌がやがて 『あ

あ美しい恋の宵』や 『浅草エレジー』や 『満州行進出』等々一諸

に歌われるであろうJと 述べてある。いかにも校歌のレヨー ド化

は、当時の一大 トピックであったろうと、その喜びが偲ばれる一

文である。

専問部記念音楽祭 プ ログラム    さ らに同年 3月 学期も終らんとする15日付の新聞には、 1年 間

の華々しい音楽部活動を回顧した後、一層の発展を期し、管弦楽部は、今春発表する曲目も、シュー

ベル ト「未完成交響楽」ズッペ 「白衣の婦人J等 を選び関西楽団に雄飛しようとしている。

と共に部員募集を行い楽譜の読めない者でも大いに歓迎と呼びかけている。 と記されてある。

昭和 7年 5月 記念祭では上野氏の指揮で演奏した。 6月 には賛助出演に前述の吉田顕世氏 (セP)

を迎えて管弦楽大演奏会が行なわれた。10月28日にはYMCA主 催の演奏会、11月12日には秋季合同

演奏会で、 ミ天国と地獄、 ミ序由パクダッドの密長、ハイ ドン、 ド ボルザークの弦楽四重奏曲を演奏

した。

11月10日はBKに て放送のため録音を行なっている。12月には定例のごとく管弦楽大演奏会を持っ

た。この当時はかなり忙がしいオーケス トラ活動であったと考えられる。

昭和 8年 、我がオーケス トラ、フイルハーモニックツサェティに全盛期が訪ずれた。戦前、戦後を

通 じて現在までの最高の状態がこの時期に現われたのは、社会的要因などもあるとしても、なお当時

の先輩諸氏の熱1青あってのものであると考えるに異論なきことと思われる①我々後輩としては感嘆の

念を禁 じ得ない。

さて前置きが長 くなったがこの年の活動をみよう。 5月 倉J立記念演奏会では上野氏の指揮によって

30周年記念歌、商神マーチ、エグモン トを演奏、続いて 6月 、第 7回 定演を 「ベー トーベンと、ビゼ

ーのタベ」として、ベー トーベンの葬送行進出、井上百合子嬢によるピアノ協奏出一番、ビゼーのア

ルルの女を演奏したが、会場は満員、実力の程が うかがわれる。また、同時に 「T72夕0死 ん夕Sナ″例 が

発行された。

7月 にはBK主 催の関六管弦楽放送ヨンテス トに参加、ベー トーベンのえ′0%C夕 ″θハし.1、 ハィ

ドンの軍隊行進出の一部を演奏した。同年夏、満鉄の招待による満州演奏旅行を行った。

次に満州へ行かれた諸氏の寄稿による誌上対談を集録する。
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村井 私 は大学生活の思い出の大部分は、オーケス トラの楽しスて、よく両親から音楽大学を卒業 し

たのではないかと言われたものですが、そのオーケス トラでの最大の思い出|よ満州の演天旅行

にあったと思います。

岩崎 あ れは昭和 8年 でしたね。私が丁度大学をでた年の夏の事です。上野君が、指拝者として大活

躍しておられましたね。戦前の神戸商大オーケス トラとしては一番充実していた時でしたね。

村井 金 策には全 く苦労したものですよ。上陸後の費用は一さい、満鉄にもってもらった り、神戸か

らの往復船賃は 5害J引にしてもらったり、とにか く、いろんなつてをたよって走 りまわ りまし

スニ。

上野 楽 器の編成にも苦労しましたね。人数がたった20名でしたから。それで、シューベル トの未完

成やベー トーベンのピアノコンチェル トー番をやったのですからねェ。一人の人間がヴァイオ

リン、チェロ、ォルガンなど、あらゆる楽器を転々としたものです。

村井 当 時僕は大学 3年 生でしたので、押 し出しコンダクターでしたが、今から考えると冷や汗もの

です。

岩崎 大 連に到着して、上陸第一歩の印象がまだ強7に のこっている。煉瓦と上で作った家屋、満人

の服装、ニンニクの悪臭。満鉄本社はさすが満州経営の拠フ点であっただけに威風堂 々としてい

ましたオa。

村井 上 陸後、大連、星の浦で 2、 3日 練習してから演奏会を開きましたね。こんなことがあ りまし

た。 4、 5日 目頃から徳永先輩が歯痛を訴えはじめた。 トランペ ット奏者であるだけに、童痛

ときてはたまらない。遂にどうしても吹けないとなって、そのパー トの必要なテーマ、ハーモ

ニーは他の楽器に依存しなければならない。そこで楽譜の調整を図り、何とか演奏会を成功裡

に収めたという涙 ぐましい一面は忘れられない想い出となっています よ。

上野 ど うしてもやらねばならぬとい う使命感が確固たる団結を呼んだのでしようね。 日 夜、 猛 練

習、どれも暗譜で演奏できるほどでしたね。そのかいあって、内地を離れて何の娯楽もない僻

地の兵隊さんが、どの会場にも隊伍を組んで、あつまり、現地の支那人と共に我 、々日本の学

生の演奏を心から歓迎して聴いて くれたのにほ、本当に感激しました。

岩崎 コ ースは、大連、鞍山、撫順、新京、安東、旅順、大連と2週 間程でしたね。各地でいろんな

所をみました。奉天ではダンスホールから祝電がきてびっくりしましたね。そこで以前、神戸

の花限にいたダンサーから、歓迎を受けて、大いに気をよくしたものだった。

上野 鞍 山では、当時としては内地でもみられない程優秀な技術をほこったllL和製例E袈鉄所にいった

り、撫順では、地下数百メー トルの炭坑にもぐった り、我々もタフに動きまわったね。

岩崎 新 京からハルピンにも行きたかったね。当時の満鉄は新京までだったから、実現 しな か った

が。安束は、軍隊の町というかんじだったね。皇軍慰問が主体だった。

上野 安 束からは旅順、広瀬中佐で有名な旅順港の追跡を見学 した。いろいろなところを訪問させて

いただいたことは生涯忘れ得ない思い出ですね。

村井 大 連の夜風に吹かれながらヤンチ ョー (人力車)を とばして、大陸での2、 3日 をす ご した

後、ウッスリー九にのって神戸へ帰ってきた時はほこりに、満ち満ちていましたね。あのよう

-12-
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な す(tFを」k功押によく

岩崎 世 く移り変 りま|_たが

 ヽて す ね r

を、1またせ tと 思 うと

、神戸大学十一ケス ト

、今でも実に嬉 しく思いますね.

ラが近い将来海外演夫旅行の機会に怠まれると良

同年11月11日、音楽週間の初 日、音楽翻;合同演

奏会が行なわれ、同18日には第 11呵発表演奏会が

YMcAで 行なわれて( るヽ.

12月になって恒例の第 8同 定期演奏会が上野氏

最後の指挿でペールギェン ト、椿姫 倣 粋)年 を

減奏した。

昭和 9年 に入り、指揮者は村井澄也氏、マネー

ジ十一に宇治久雄氏を選んで新たに出発 した。

静
議
す難
す雑
一翻

轡
ン

擁
鰈

第一回発表演奏会プログラム

同年 5月 15日の神商新聞によると

記含祭吉楽会を時頭十二、春のシーズン1■人童の管は,t団二

新 ア、部員7名 を迎えた管弦楽団は、末年度指揮者小」Jこi=也氏の指揮のもとに春季音楽シーズンに当

り目下す!丘練習中であるが同部本年度の予定|よ、本月中旬の記念祭音楽会を勢頭に 6月 中旬に|よ定期演

奏会を i日催し、暑中休暇に人って司!員の技仲i7‐l向上とll A味の演奏jた行をなし、秋季シーズンに人って

例年の斥サ〔季合FHl演奏会を「綱くことになっている.J

5月 19日、創立31周年記念祭に出旗 6日 によ詩堂て第 9回定 llを開催 とた

この年神戸商大|よ上筒井から不使な六片」台へ移転 し各クラブ|よ閣って、交通の便のよいYMcA等

て、練習を行なっている.

フ ィルハーモニックツサェテ ィの学内に強ける活躍はどうであったか ? そ の一面を物語るものと

して日14和9年 7)1の神商大新聞をのぞいてスよう.

!丘を偲ぶ追想会催さる7月午後 1時 より上筒井講堂_|

…忙ヤ」先す古来部の十一ケストラが31年の長きに亘 り草合村熟より神戸商大にまで育てあげて

tれたにょ|二最後の生別の哀調をこ Flて商神を静かに奏でれば1大学期が徐 に々入場……

先す市よ‖ ll十一ナストラがとあるの1よ、今読んでも頼もしい気がする。

-1 3 -
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翌年 (10年)六 甲台の最初の卒業生である吉田氏は、当時をなつかしんでアマチュア ・オーケス ト

ラの特質に思いをはせていられる。以下その文章である。

も`う随分昔のことになりますが、マネジャーをしていた頃を振 り返ってみます と、学生オーケス

トラのあ り方のようなことが思い出されます。社会へ出てから久しくなる今 日、つ くづ く思われます

ことは、学生団体の一つであるオーケス トラが、同じ学校に在学する団員から成るということの外、

なんら制限がなく、音楽を愛好する者のみの自由な集まりであったということです。時に友人にすす

められて入会する場合もあるでしよう。でもそんな場合、多くは長続きしないものです。結局技術的

には各々差はあっても、本当に音楽を愛するということが団員の結びつきのもとをなしていたのでは

ないかと思われます。そして毎年の卒業ということを通 じて新陳代謝を繰返す学生オーケ ス トラで

は、これをうまく調整 しあって楽しい集団音楽行動 (=オ ーケス トレーション)を つ くり出し、それ

を通 じてお互いに結びつ くことが、本当の学生オーケス トラの姿であっただろうと思っています。

一方、第 2ヴ ァイオ リンのメンバーとして活躍した頃のことは、卒業後30年を経た今でも楽しく思

い出されます。同郷の村井兄と共に昭和10年卒の私は、六甲校舎での第 1回 目の卒業生で、学校移転

は前年の夏でしたから半年間を六甲で過させて戴いたのです。新 しい校舎も感激でしたが、その移転

行事の中で校歌の演奏をしたことは一層の感激でした。その時集ったメンパーは少なかった様でした

が、未完成の校庭にテン トを張った野外で演奏した弦楽合奏の商神校歌は六甲史の序曲でもあ りまし

た。ミ

この年、舞鶴、奥丹後演奏旅行が行なわれた。14～ 5名 の参加であった。

昭和10年 6月 19日には宮地厚三氏の指揮で第11回定演が行なわれた。指揮者の宮地 厚 三氏に登場

いただいて指揮者になるいきさつなどを述べていただきましよう。

ミ
小生 が指揮者 になった い きさつ、

母校の交響楽団が50周年を迎えるとの事で誠に欣災にたえません。若い方々の意欲的な活躍のお陰

で楽団が益々発展していく模様を拝するのはその50年の長い歴史のたとえ僅かの一駒に過 ぎ な くて

も、指揮者として登場させていただいた小生としては大変にうれしいことです。

小生が先輩上野伊太郎氏、村井澄也氏のあとを継いで棒を振るようになったのは、今から考えても

全 くおかしな話です。幼少の頃からピアノを弾いては居 りましたが、オーヶス トラヘ入って持たされ

た楽器はヴアィオ リン、ビオラ、チェロ、コン トラバス、オーボエ、クラリネット、ホルン等々、演

奏会ごとにポジションが変って居ました。殊に満州演奏旅行の時は、ピアノヨンチェル トとベー トー

ベンの第 1番 をやるからソロの練習をするようにと先輩上野氏に命ぜられた り (これは遂に実現せず

)か と思えば長途の疲れで、特に管楽器の連中が口が締められな くなり、すき間風のような音ばか り

出るようになった時には、急拠オルガンを登場させて誤魔化すこととなり前代未聞のオルガン入 り 「

未完成交響楽」の主犯にさせられた りした。しかもその当時のオルガンは、例の足でブカブカ踏む奴

だから、ピアノだけで育った小生にはつい足の方がおろそかになる。間の悪い時に管楽器の連中も楽

器を日にくわえた儘で音の出ていない時に当方も足を踏み忘れるという瞬間が到来 した。将に棒振れ
―- 14 -―
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ども笛鳴らざる空白である。恐る恐る譜面の隅から見上げると、指揮者上野伊太郎氏のうらむが如 く

泣 くが如き悲しげな眼が此方をにらんで居るのである。あの時の上野先輩の顔は30年後の今 日でもま

ざまざと小生の眼前に浮んできます。ミ

とまあ、以上のような次第で何をさせても雑音ばかり出す小生に皆の者があきれ果て、宮地には音

の出ない楽器を持たせるのが一番無難であるという事で遂に指H~棒を持たされるようになったのだと

今でも思って居ます。、

この官地氏によって、商大のクラブとしてより、神戸のオーケス トラとなって行 く様子は、神大オ

ケ10周年記念誌に詳述されている。

さて、昭和11年になり、3月 、神戸市主催で行なわれた趣味講座の音楽部に、一役買って出た本学

管弦楽団は、後期終了と同時に、全員こぞって通日連夜練習の後、3月 28日海員会館で演 奏 会 を 開

き、試師としての役 目を果した。同夜は 「未完成」を中′とに、数種の出日をよ奏し、市民の絶誤を博

した。

6月 26日第13回定渡が行なわれた。指「浦野忠氏、ソリス ト永井静子氏で、モーツアル ト「ピアノ

協奏曲二短調」等が演奏された。同年12月では第14回定演にラロのセロヨンツェル トが行なわれたが

余 り成功ではなかったようである。

昭和12年指揮は、村田正敏氏、マネージャー西村俊一氏と変った。西村氏に当時の杖様を語ってい

ただ く。

私`が神戸商業大学に入学したのは昭和11年4月 、早速オーケス トラ部に入部して トロンボーンと

フルー トを吹いた。

当時部員は約25名、コンダクターは浦野忠君 (6回 生)■ ネージャーは百t島陸郎君であった。定期

演奏会は 6月 末と12月初旬の2回 で、神戸の同好者、関学、先葦等の応援を得て35名位で、なんとか

一応の形式の整った演奏会がやれた。

12月の演奏会がすんだ後、高!島マネージャーに呼び出され、来年度は 7回生の中からマネージャー

を選ぶのが普通だが適当な人がいないので、異例だが君が是非引受けてほしいとの話があった。とに

か く一部の 7回 生と相談 したが既に富!島マネージャーが工作してあったとみえて、誰 もが 「君がやれ

Jと のことで強引に引受けさせられてしまった。ところが翌12年に支那事変がおこり 「国民精神総動

員Jが 展開されて 「アルバイ トディーンス ト、勤労奉仕 (新語)」 がはや りだ した時で、音楽なんか

軟弱の一語で片附けられるという、今考えれば思いもよらない時代に直面し、む りや りに勧誘した 9

回生も尻込みをして出てこな|い。それでも京大の友八迄動員して25名程で先輩上野伊太郎氏をヨンダ

クターに招き、辛 うじて 2回 の定期演奏会をやりとげた。現関西交響楽協会の朝比奈隆先生 (大阪フ

ィル常任指揮者)に 京都大学の学生服で第一バイオ リンを手つだってもらったのもその頃である。 3

年の時の春季演奏会は涼 た々る姿で淋しいながらも何とか渡奏会らしきものを神戸海員会 館 で や っ

た。 しかし10回生の部員は僅かに 1名 という姿で、翌年からが思いやられた次第でした。春季演奏会

がすんだので 9回 生の赤松君にマネージャーを譲ったものの、もうその頃は支那事変の戦局が拡大し

て、12月の定期演奏会は出来なくなっていた。いよいよ卒業も日前にせまった正月すぎに、赤松君に

「当分オーケストラは駄目と思われるが、せめて次の時代の為に、楽器だけは保管して代々のマネー
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ジャーに引き継いでいってほしい」と頼んで卒業した次第でした。

参考までに当時のオーケス トラ部所有の楽器を申し上げると、ビオラ ・チェロ、各 1、 コントラバ

ス、2、 クラリネット、2本 、オーボエ、 1本 、ファゴット、 1本 (これは今 もあるそ うです)フ ル

ー ト・トロンボーン・ホルン・各 1だ ったと記憶している。

神戸大学交響楽団が輝かしい50周年を迎える今 日、遠 くすぎ去った私のオーケス トラ部時代を回想

すると共に、立派に成長したオーケス トラに感慨を新たにした次第である。

昭和13年以降商大オーケス トラは一時的な盛 り返しはあったが、第二次大戦の影響をうけ、社会的

圧力もあり衰退せざるを得ない状況となってきた。 しかし今井基介氏や、当時の先輩 (岩崎、上野、

浦野、西村、宇治の諸氏)に よって復興が図られ、昭和15年には、6月 と12月に定演を開 くことがで

きたが、商大オーケス トラは、神戸市民のオーヶス トラヘと発展(?)吸 収されて行 くこととなった。

今井氏の寄稿によってこの時代を振 り返ってみよう。

大東亜戦争寸前 の神戸商大 オ ーケス トラ

思えば昭和13年4月 神戸商大に中学同級の安達兄神戸一中同級商大在学中 2期 オーケス トラ指揮者

卒業後塩野義製薬入社応召後中支で戦死)と 共に入学 したのが私と神戸商大オース トラとの結びつき

の始めでした。当時部員は殆んど皆無に等 しく正門横の音楽部々室には当時としても古 く立派なチェ

ッヨ製のブラス楽器、バーズン、コントラバスにピアノがころがっていました。何かの機会にオーケ

ス トラに入った安達兄の心意気と更に高商同級の杉山兄の誘めもあって、当時 レコー ドできき楽 しん

でいた私の楽器への興味 (それに加えて大学在学中に何か一つのものにしたい気持で)が 大げさに云

うと神戸商大オーケス トラのとだえかけたものを戻 したきっかけでした。

/乃

昭2年卒 (高商21同化)橋 本 宗 夫

私が15才の頃、母親の娘時代のお祖未なヴァイォ リンを上蔵の中から持ち出して 「おもちゃ

」にしたのがヴァイオ リンの持ち始めであった。当時、今から45年前の大阪島の内の商家は、

小説 「のれん」に出て くる情景によく似ていた。働 くこと財産を蓄積すること商売大事が至上

命令で今 日の若い人には想像も出来ない時代であった。それでも芸ゃ子にはピアノを習わせて

いたが、男子が楽器を扱 うことなどは優柔不良と見なされたものだ。当時は勿論ラジオのない

時代で毎月3回 、街に出る夜店を見て歩 くことが庶民の楽 しみの一つであった。夜店には必ず

書生袴をはいた 2人 1組 のブァイオ リン奏者が居って 1人が弓の中央を一寸つまんだキザな恰

好で楽器をならしながら客を集め、当時の流行歌を唄い他の 1人 がその歌詞を書いたパンフレ

ット1部 1朱 で売っていた。それが流行歌のひろまる大きなルー トであった。私など家でヴァ

イオ リンをやると親父に夜店の真似をするなと叱られたので、友 人の家や土蔵の中でか くれて

奏いたものであった。

徳功の
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それから|よ、楽器はあるが楽譜がなヽ

こそとコピーしたものです。

そこで当時 レコー ド鑑賞用の総譜を見て詰義時間中にこそ

一応楽器楽譜は揃ったもののメンバーを集めねば演奏会も開けなかったのです。剤!員は殆んどおら

ず先輩 メンバーは応召して軍隊へ行かれオーケストラ演奏会再開は非常に難しかったのですが幸い先

輩の布石で当時の神戸には神戸商大オーケストラをオール神戸フ ィルハーモニーにも発展させたいと

いう気持の市民もおられ賛助部員が居られましたので集って1頁き更には翌年14年入学 して きた安 本

兄、小西児、船津兄らの加入もあってやっとオーケス トラらしくなったのです。

当時は 6月 と12月とに定期演奏会を神戸海員会館で開いたのですが練習は上筒井にあった教会のホ

ールで行いました。費用はわずかでしたが大学から頂いた費用のクトにプログラムに広告をして頂いた

貸相とて賄ったものです。尚 メンバーは勿論学生現役部員に先輩諸兄更に先述の市民有志 メンバー (

賃助部員)で した。当時の時世では音楽をのんび りやることも出来なかったのですがこんな時ても音

楽をやろうとい う人で気持のよい、今思い出してもなつかlノい人 ば々かりでした。

さてプロダラムは色 や々 りましたがIH会にあたり 君`ケ代、終 りには 愛`国行進出″をや り聴衆者

一同合唱 したものです。

聞いて頂いた皆様も伝統ある神戸商大オーケストラということでいい人ばかり会場をl■tめて頂きま

した。 しかし世の中はボツボツ大束虹戦争の下準備が進んでいたときで私も丸刈の頭で波奏会にてた

こともあリメンバーの皆様も応召されていかれました。16年3月 に卒業 した私もサラリーマンになり

ましたがやがて16年12月大東亜戦争がおこり古楽どころではなくなりましたがこの伝統ある神戸商大

オーケストラの演奏会だけでもつづけたく後輩の皆様のおかげでつづけられていたものです。17年4

月応召しましたので一時とだえましたが戦後新 しく神戸大学の皆様で,1きつがれ一層立派なオーケス

トラになっているので大変 うれしいです。

憧れの神戸高商へ入った頃 1年程一寸 した町の音楽教授所でカイザーの2ま で習っただけで

グリークラブやオケに入れてもらって冶めて合奏の歓じtを知 り、青春時代のよき日を送ること

が出来た。以来時たま持ち出して独 り楽しむ事 もあったが、塵にまみれて押入に入れてある方

が多かった。終戦後ふとした事からオール ドヴァイオリンを手に人れ、そのものの音色の深さ

に魅せられて、楽器を左右から離せな くなり、技は一歩も進まないが、結構 リクレーションの

効果を発揮 していた。昨奉、経営学部11回卒の中島良能君を弊社に迎えてから急にアンサンブ

ルの機会が多 くなり、この春から芦屋室内合奏団と名丈けは 1人前につけて満足し、拙宅で若

いOBを 中心に月に 2、 3度 練習 している。小生は齢はや60、指の運動神経も大分に しくなっ

ていて、皆の手足まといの方てあるが、それでも若い人に負けん気て荷をこらしながら頑張 ら

されているのも合奏者諸君の若さが私に及ぼす影響であろう。若返りという副作用の方に重点

を置いて楽しんでいる。ヴァイオリンの功徳と申すべきか。来年はささやかな第 1回発表会を

やりたいと思っている。もとより木熟、お粗末な代物であるが詰君の来援御参加を待つ次第で

ある。 (練習PT lキ巳市打出浜WJ 126れ,宅方 TEL(210488)
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戦 後 の 復 活 と 歩 み

泥沼の様相を皇 しはじめた世相の中iこあって、人手不足、財政難をはビめとする様 々な事態がオー

ケスストラを圧迫 しはじめた。昭和17年合同演奏会に出演した後、沈滞状態におち人りそのまま活動

を止めざるを得な くなった。

そ して 6年 間のを白が続 く。 しかし、我々の先輩の音楽への限りな マヽ情熱は、戦後まもなく息を吹

き返したのである。昭和23年千葉修二、石原幸雄、岡島耕 一 (旧姓宇野)、 円満寺正和等の諸氏によ

り、輝かしい神戸大学オーケス トラの第一歩が踏み出された。そ して、これらの諸氏に加えて、当時

グリークラブの指揮者であったIIL花氏、米田氏、浅野氏等が活躍され、戦前の神戸商大オーケス トラ

の先輩を探しまわって経験を聞き、復活の協力が依頼された。そ してこれらの先輩の記憶をたどって

六甲台の倉庫を探 しまわ り、セP、 バス、ョルネット、アル ト、 ト ロンボーン等の楽器類を見つけだ

した。又、同時に上野 (学部 3回 )山 中 (高商13回)西 村 (学ヨ18回 )岩 崎 (学翻!2回 )安 田 (学部

11回)等 の諸氏等により、フルー ト、ォーボエが寄付されたのである。この他、部員集め、楽譜の入

手等の困難と戦いながら、は じめは職員食堂の中で、次には焼けた食堂の 2階 で、更に雲中小学校の

教室と転 々としながら練習し仏教会館でマンドリンと共に出演し、猛練習につぐ猛練習の末、遂に、

昭和25年末ESS主 催のクリスマスパーテ ィーの席上で第 1回 の発表会が行なわれたのである。教室

320号教室 である。山日は、ハィドン 「玩兵交響曲J「 メヌエットJ「 聖夜Jで あった。 もちろんこ

の頃神戸にオーヶス トラはなく、神大オーケストラの名をしたって来る者も多 く、しだいに部員数も

35名を越える程になった。

昭和26年、山手女子学園講堂で、その頃あらゆる意味でお世話になったピアニス ト田村宏氏の愛弟

子広岡洋子さんを迎えてモーツアル トのピアノ協奏由23番等を演奏するまでになった。

第 1回 の本格的な演奏会の成功に気をよくした一同は、同年秋の第 1回定期演奏会には千葉修二氏

の指揮のもとにメンパー43人をそろえて、 「ジュピターJ「 水上の音楽Jを 演奏 し、さらに 「ハイ ド

ンのビアノ協奏曲Jに 於ては、三楽章をや りなおして芸術的良′らを発揮 した。昭和27年には 「未完成

交響曲J等 を演奏し、好評を博した.学 校当局も、だんだんと実績を認識 し、念願のティンタくニーを

購入して くれた。

同年夏に、万代、西村、浅岡、吉回、高橋の諸氏ら8名 は誘い合わせて強化 (?)合 宿を瀬戸内海
の家島で行なったが、食事自炊の困難なため、3日 間で終了したが、これがオーケス トラ戦後初の小

合宿であろうと思われる。又、この頃から練習所は妙照幼稚園 (雲中小学校の近 く)に 移ったが、楽

器の置場がなく、中本氏の自宅へ、テ ィンパニー計共、練習をするたびに出した り放 り込んだりした

そ うであるから、家族の方 は々迷惑されたことと思われる。

このようにして先輩方の努力につ ぐ努力のお蔭で、我が神大オーケストラの現在の発展の基礎がし

っかりと固められていったのである。

翌28年から、今のオケ活動の行事にはなってぃる合宿も企てられ、彦根に於て合宿及び渡奏会が行

われた。この思い出を文学割;2円生、人呼んで 「ォヶの名物男」吉田昭氏にふり返っていただいた。
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彦 根 合 宿

戦`後初の合宿を彦根に過したのが1953年一そ して今は1965年。12年の年月は、その記憶をばセピ

ア色に変色してしまったアルバムを紐解 く様なこころもと無いものにしてしまった。それが、恰も幾

十年も昔の出来事であった様に、私には感ぜられる。20代の10年間が私の人生にとって如何に大きな

精神的な変化をもたらしたか、今更/Fらに驚かされるのである。それはあくまでも変化であって、成

長とは言い度 くない。青春の日の夢と希望の坐折の苦みを何度か味わい、現実に、賢 くおもねるすべ

を憶える事をどうして精神的な成長と云えよう。かって、みずみず しく感受性に富んだハー トが、年

と共に干乾らびて行き、打算と現実の灰汁に革質化 して行 くのをどうして成長と云えようか。

私が主題から離れて、こうした くり事を記すのは、さて筆を取ってみて、あの記念すべき彦根の合

宿の記憶が余 りにも遠のいてしまって居る事に気付き、そ して極端に云えば、それに対して一片の感

慨も湯いて来ない事に今更乍ら驚き、且つ私の精神的な動脈硬化に我乍ら白々しい思いにかられたか

らである。青春の日の胸裡に焼きつけられた印象、感激は鎖が切れた首飾の真珠の様に飛び散 り、今

は手さぐりでその一粒一粒を捨い集めるよりすべはない。けれども、埋もれた記憶を堀 りかえす うち

に、私の千乾らびたハー トを潤おす泉を再び堀 り当てる事が出来るかも知れない。

さて合宿は 1週 間位だったろうか、又参加したのは20人位であったろうか。唯、日程の大半は雨に

降られた様に憶えて居る。新緑に満ち漏れた滋賀大学の構内。 7月 の雨に濡れた砂利道、むせかえる

様な若業の匂い。近江梶絲の女子賛の冷た く高い煉互塀。雨の午後、宿舎でポスターを画き雨あが り

のたそがれ時、外灯がいやに青白く点る頃濡れた電柱に貼 り歩いた彦根の街並、ふとすれちが う見知

らぬ人、濡れた黒い屋根と屋根。

白い轟のたちこめた琵琶域畔、波 も無 く青まりかえった白い水面から突出た黒い抗の列。白い暑の

彼方に吉 もなく沈んでゆ く真赤な太陽一―記憶の一片一片は割れた鏡のかけらの様に私の閉じた険に

きらめ く。

演奏会は大学の狭い講堂だった。入場料は40円、昼夜 2回 公演。何人客が入るか賭けようと云い出

した者があった。200人 か70人か30人か――。 2人 しか来ないと誰かが云ったっけ。演奏の方は、玩

具交響由で鳥笛が鳴らず失笑を買ったがこれも御愛嬌で大した破綻もなく済んだ。その夜のコンパほ

少々荒れた様に記憶する。誰かが布団蒸しに会い、誰かが上品とは云い難い 十八番を出した。慰安旅

行も無 く、夜出歩 く事も少なかったが、始めての合宿としては、結構楽しい日々を過す事 が 出来 た

し、又たった 1週 間ではあったが、この共同生活が部員の団結の点でこの上もなくブラスになった事

を改めて認識させられたものだった。

彦根の街々もあの頃とは随分変っただろう。あの演奏会に来た八々はその後どんな人生を辿ってい

るだろうか。我々の仮寝の宿であった宿舎は、今でもそのうらぶれた姿を残 して居るだろうか。それ

ともあのオンボロ宿舎は、我々の想い出と共に取 り壊され新しい舎屋にとって代られて居るかも知れ

ない。けれども、琵琶げ畔には今でも白い毒がたち込め、赤い大きな太陽が今 日も音も無 く沈んで行

くだろう。、

この頃柴田昭氏の紹介で元町日本楽器の 2階 へと練習場を移 した。

練習場が、元町本通の賑やかな所に移った事によって練習の行き帰 り、より道の楽しスが増えた。
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男性諸君はもちろん女性詰嘆iこも新鮮なる経験をもたらした,そ の印象を榎 (旧姓安楽木)俊 子さん|

に述べてもらう.

なつ か しの ニユ ー トーキ ヨー

夏の真盛、東京渋谷は日が暮れてからも暑 く、飛びこんだ所がニュー トーキ ョー。

神戸にもニュー トーキ ョーがありましたっけ … 。オケの練習の帰 り道、ワイワイ、ガヤガヤなだ

れこみ、店の大半 ? を 占領して、飲んで り食べたりおしゃべ りした所です。私がはじめて生ビール

を飲んだ所でもあります。そのころ (昭和31年頃)、 数年間は、練習は学内でやれず、練習場は元町

の日本楽器の2階 を借 りていて、毎日曜 日夕方から練習して居 りました。そのため、帰 りはいつも三

官のネオンの町中を通 り、さっきまでの練習の楽 【クさも手伝って、ついぶらぶらとジョッキでもかた

むけようかという気分になったのでしょう。よくニュー トーキ ョーの底上へいったものでした。ニュ

ー トーキョーの屋上は大人数でもす ぐにテーブルを寄せて、皆んながひとところにかたまれるので、

よく利用しました。

聞くところによります と、此頃のオケの方達は練習場も学内にあるためか、あまり皆んなて飲みに

行った りはなさらないそ うなので、こういう真面 日な方達から見ると、私達のしていた事がまるでき

つねにつままれた様に見えるかもしれませんね。でも私達のこういったや り方は実に健康約で、そん

な中にもクラブ活動が一層来しくもなって行くものです よ。練習の帰 りは時 々しかやりませんでした

が、ヨンタくの帰 りや、演奏会の済んだ後など、きまって、大勢で ゾPブ ロ、三官をわたり歩 き ま し

た。あの楽しさ今思い出しても胸のしめつけられる程、懐かしいものです……。

ここは、渋谷のニュー トーキ ョー。ありました、ありました、者の私達そのままの姿が……。はな

ればなれに置いてあるテーブルをい くつもくっつけ、いすを引寄せて、飲んだり食べたり、おしゃベ

リをした り……。

なつかしのニュー トーキューの巻ではありました。

記、昭32卒 榎  俊 子 (旧姓安楽城)

くなお、この原稿は同年卒の鈴木久子さんの記事をお借 りして、榎さんのものにつけ加えたも

のです―編集部〉

昭和29年教育学部より水谷知久氏を招き新 しい息吹を入れ音楽的な熟練をめざしたが、残念ながら

実を結ばなかった。学生指揮の伝統に新しい血を導入したのであるが、精揮についての問題及び、技

術の向上とサークル活動との矛盾等により、実を結ばなかったのである。これらの問題は、いつの時

代に於ても、我 が々慎重に考えねばならぬ問題である。この年の夏和歌山の合宿に於て種 の々不満が

一度に表面化し、田中清三郎氏の言葉によれば 「動乱Jが 起ったわけである。

合 宿 で 動 乱 起 る

今は苦、オーケス トラが街の中で入場料を取る定期演奏会などはまだ出来なかった頃のお話――■

あこがれのヴァイオリンを弾きたくて小生が人部したのは現役部員20人位、卒業間もない諸先輩 も

ともどもに演奏していた頃でありました。 ブァイオリンは現役 4人 位、満性にステージ演奏できる編
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成ではあ りませんでしたが、それでも山りなりにも初めて接 したオーケストラというものの感触、高

校時代の器楽合奏とは全然別のムー ドは小生を大いに満足させてくれそ うでした。人部間もなく夏休

み――合宿。所は和歌山市。先輩諸兄も加わ り恰好のつ くようにして当地で演奏会を開催 す る との

事。生まれては じめての合宿なるものへの期待に喜 々とした心をおさえて遠足の様な気分で当地へ向

いました。学校訪問の舞台も含めて演奏会まて約 1週間、当然練習 日は続きます。練習時のステージ

|よまだ先輩も到着していないので第 17″ は小生共 2人 、以下絃は 2人ずつ位、管も殆んど1管ずつ

で、九そ音にならない場両もありましたがそれでも2、 3日 は練習は続けられました。どうもあまり

面白くなく盛 り上れないなとこっそ り考え出した 3日 目位、第 l T 72の相棒で高校時代の同窓である

船井兄、セロ弾きの芝田御大が、ひそひそ小生を呼び込んで曰く 「おい練習サボってピアノトリオや

りに行こうや」と。練習はどうも気分が乗らないとは思っていたものの、我 々3人 がサボったのでは

練習にならない事は分か り切っているものをそんな事をして、まして自分はまだ入部早 々の 1年生、

やめておこう一やと、言うか言 うまいかぶつぶつ言っている間もなく小生を無理容赦なく楽器店の 2

階まで引張っていってしまいました。どうなる事やらとピクピク気もそぞろに落ち着かぬ の を よそ

に、2人 は小生にピア ノを弾かせこれも弾こうあれ も弾こうと涼しい顔、悦に八って弓を 奏 で る仕

末。 もともと芝田御大はオケではなかなかのウルサ型顔役という話だったし、又船井兄などは高校て

一緒の頃、上級生の指揮者のボイコット運動 もやったという前科の持主。あわれ善良な小生は 2人 に

はさまれてただオ ドオ ドするばか り。鍵様をさわるのも上のを、楽 しいなんてものじゃないと思って

いるうちに案の定そこへ指揮者がのっそ リーー 「君達、なんで練習に来んのや、やる気がないのなら

帰ってくれ !。J自 分はもう物は云えませんとばか り黙 りこくっていると2人 はひそひそ……。そし

て売 り言葉に買い言葉で 「おい、あんな風に言われたんやから帰ろうやJと 決めてかかるとさっさと

楽器をしまいこみ合宿所ヘスタスタ。小生も引張られるようにして2/、の後ヘ ーー=合 宿所へ着いた

ら皆帰って来た。さあさわぎになりました。上級生、マネージャー
詰問 「どういう積 りや.君 等が居

なくは演奏会は出来ん。何が不満なのや何が云いたいのや二」ヽ生|ま自分が張本 人の仲間である事も忘

れてただ傍観するばか り。物を言 うのも恐 し|ずにすみの方で益 小々さくなる一方。こわごわと2人 の

方を眺むれば 2人 は今こそ云わ してもらうといわんばか うのケンマクで 「練習の仕方が恵いcあ んな

や り方ではとても出来ん」とかどうとかえらい鼻息で云い返す仕末.あ |ずくの果て皆の前て当の指揮

者も呼び入れて対決――。いやはや大変な合宿になってしまいました。それでもその場はどうやらこ

うやらなだめられてお互に和解という事で演奏会まで居残る事になりましたこそして演奏会もなんと

か無事済んだ最後の夜先輩諸氏も交えて反省会をやろうという事に相なりました。勿論今回のこの事

件を契機としていろいろ考え合お うという話。なんだかんだと言っている内に例の 2人 も又云いたい

だけ言い始め、又皆もそれに賛成 した り反対したリケンケンゴウゴウ。そのうち皆 1人 1人意見を云

えテな事になったものだから小生もつい調子にのり 「指揮者の練習の方法が悪かったと思 う」なんて

新人生にあるまじき大口を先輩にたたいてしまった。 「しまったこれはいけませんJと 思ったのもあ

との祭 り。こうなれば調子乗 りついでなどと考えて、やれ 「もっと新入生にも演奏計画をよく申し伝

えろJと かどうとか先 日のしおらしさはどこへやら並居る先輩諸兄の恐い日付きも知 らぬげにぬけぬ

けとしゃべってしまいましたc 戸やれ N―れ自分はやっば りお調子者だわいJと 後悔するまもなく、突
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如誰からか動議提出、 「こんな事ならオケを解散しょう。J「 ?Jき ょっとした思いで聞いていると

「とにか く一時解散してす ぐ又召集をかけ、そして心機一転本当にやろうとする者のみが集って最初

からや り直したらどうだろうかJ― ― と声がかかった。とたんに殆んど全員が 「賛成々 J々の 声。再

び集合の期 日を定めてその日の晩にてオケは解散という事に相成ってしまった。あこがれのオーケス

トラの合宿でこの結末。とんだ事からこんな事になってしまってと純1青なる小生は全 くシェンとして

しまいました。夏の暑い盛 り、 ト ボ トボと又学校に行きそこで再編成の会合。それでもあらかたの者

は集って来ました。 「一切を新しく始めよ」という事で 「今後 しばらくは定期演奏会は行わないJ「

人場料を取る様な演奏活動はしない」 「人員不足でもエキス トラは呼ばずやれる範囲内の出しかやら

ないJ… … 悲しき規約が盛 りだ くさん定められ、翌年の海員会館進出そして国際会館に至るまでの間

の前身としてここに新 しきオケが細 々とした足を踏み出す事になったのです。そしてあわれなる小生

はその時期を境として卒業の年まで、あこがれのヴァイオリンと無理矢理別れさせられるハメになっ

てしまったのでありました。、

この時期に至 り、クナブ活動としてのオーケス トラの問題点、部員の不満が爆発 し、一時は収拾が

つかない有様になった。ある先輩が当時の事を思い出して言っておられるように 「あの時は、オケが

つぶれかけたJそ うである。この年 (29年)は 、この結果として定期演奏会が行なわれなかった。翌

30年学生指揮の伝統が復活し当時 2年 生の国中

清三郎氏の指揮の下にオケ活動は、再び精力的

な活動を行い始めた。同30年特筆すべき事に、

第 1回 旧3商 大合同演奏会が大阪産経会館で催

された事がある。以後38年に廃止されるまで毎

年大阪、神戸、東京と会場を変えて 行 なわ れ

た9こ れは他の大学オーケス トラ活動を知るこ

とができ、我が神大オケにとって大いに励みに

なった。

この年夏は、山陰の三次で合宿を行った。この時のエビソー ドとして トロンボーンの某氏は、舞台

(多分 ドサであったであろう)の あまりの暑さに、出番を待つ間涼んでいたのだが ソレ出番だと言わ

れ トロンボーンを抱えてブカブカ吹いたのであるが、気がつ くと、シャツ姿のままであったのには観

客も部員も驚いたことであった。

12月には、宝塚大濠J場で朝比奈隆氏の指揮棒の下に全響連合同演奏会が行なわれ、多 くの関西のオ

ーケス トラと共に、神大オケも参加した。曲目は、 「新世界」冴Cで あった。

翌31年 6月 、第 3回 旧3商 大合同演奏会東京で持たれ、我がオーケス トラからも参加。曲目は、 「

運命」他であった。

7月 には、定例の合宿が、長野県明科で行なわれた。この合宿の模様は、寺岡秀展氏によると次の

如 くであった。

｀「明科渡奏会Jに 何か大きな意義を見出して例えば、この演奏会を転機として神大交響楽団は大

きく成長した、とでも云えれば寝r のヽだが、何分、現在の環境がおよそ音楽に縁遠いもの で もあ っ

第一回1日三商大合同演奏会
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て、この当時の印象も全 くはっきりして居ない。写1受けはしたものの立往生 してしまった 始 末 で あ

る。

僕達 2年 生が徹夜で譜面書きをした朝、夜行列車で松本へ着きタクシーで駆けつけた人。

ヨップ 1杯 のビールも飲めなかった くせに、明科を発つ頃には生ビールのジョッキのお代 りがほ

しくなった人。

怪 しげな映画を見に行ってl匝吐を催した人。

飲んではいけない告の酒を飲んで、旅館の縁側に大の字になってねてしまった人。

明科駅を発つ際、一番ましな旅館の可愛い娘さんが、頭の髪のうすいイヤらしそ うな中年男を駅

へ見送 りに来て居るのを見て、人生観を変えた人。

田中清三郎兄が夜を徹して 「慕情Jを アンンジして居るそばを、足音をひそめ午ら下痢の為 トイ

レ通いをした人。

女子団員のふ くらはぎに蚊の刺 した跡を見て、胸をときめかした人。

風呂で歌をうたって、女中さんにほめられ、有頂天になった人。

自分の小遺いはなくしてしまった くせ、演奏会の収益の大金をかかえて うろうろした人。

今は殆んどが、一家の主人、或いはいい奥さんになって居る訳だが、考えて見れば誰もみな、純情

であった。

当時の様な素直な心をもう一度取 り戻 してみたいと思 う.

昨今の経済界は、一刻の油断たりとも許されぬ程きびしい状況にあり、僕も毎日骨身を削る様なは

げしい商戦に捲き込まれて、消耗を続けて居るが、この文を書き年ら、何か瓶の奥がキュー ン と し

て、心がなごむのを感 じた。

あの青い リンゴの渋さ、美力原の水の冷たさ、汚ない旅館の梅干 し婆さんの出して呉れたお茶付

けの漬物のおいしさ。

明科文化会館 (映画館)で 演奏した田中清三郎兄編出の 「慕1青J「 道」。

上国市公会堂での演奏会後行なった労音会員との交歓会。

角力取 りの背中に貼れる程大きな海苔で くるんだおむすび、それにあの暑かった汽車、珍らしか

ったスイッチバ ック。

思い出すのはこんな断片的なことばか りであるが、今この文を書いてほしいと依頼に来社された島

田君に感謝して居る次第である。

この無意味な一文も、妙な所で意義を見出した様だ。、

11月、前年に引き続いて全響連合同演奏会が、大阪産経ホールで催された。指揮は宮本政雄氏、山

目は 「運命Jそ の他であっ
十

。定期演秦会が、海員会館で行なわれた。指揮は、回中清三郎氏、曲目

は、モーツァルの 「プラーハ」グリーグの 「ピアノ協奏山」 ソリス トは、塚本保子嬢であった。この

時の演奏写真をみると舞台の前面に、木製の台が置かれている。舞台が狭すぎたためだろう。前 日頼

んで一晩で、会館の楽屋係の人々によって作られたと聞くが、しっか りしたこの台をみても、その他

多 くの面で演奏会の準備に部員の苦労があったろう事が偲ばれる。いつの日にも演奏会は、合奏以外

の雑用を多 く提供するものだから。
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H再汗口32年 6月 iこ|よ、 1日3

,1大演奏会が第 3同 を神戸

国際会館で迎えた.地 元の

強スで約45名が、我がオケ

から参加した。指揮者は口

中清三郎氏、ツリス ト1家本

保子嘆てラフマニノフの 「

ピアノ協奏曲3番 J等 であ

つ
l ●

昭和32年度の合宿は、松山市で行われた。その年の合宿は、小学校回りの ドサと、おまけに一般の

観客を対象とした演奏会を開 く等、全体的にみてかなりの強行Fで あった。合宿前、神戸てかなりの

練習をつんだにもかかわらず、あまりにも演奏会が多かったため演奏の方は、満■のいくものでなか

った。 ドサ回りの山としては、 「年隊行進山J「 ベルシャの市場J I旅愁  「浜辺の唄J I~赤とんぼ

1「 荒城の月Jそ れに楽器紹介を含めたかなりくだけた演奏を行った.

「ペルシャの市場Jの 他は、法学部 61J生の田中清三郎氏の編山によるもので、彼の名 編 山 に よ

り、舶衆と一体となった、楽しい音楽会を行 うことができた。

生のオーケストラを生れて7/11めて耳にする者 も多く、最初の楽器紹介での、ファゴットのあの奇妙

でク
゛
Pテ ス クな楽器が、紹介された時には、小学生辻の日に異常な距きが感 じられた。さらに ドンキ

ホーテを思わせるようなきが、バズーカ砲から発せられるに到っては会場がとよめきにつつまれてし

まった.

演奏が終 りに近づ くにつれて、さすがに小学生産 も送IRしだしたのか、会場の一削;でさわが しくな

ってきた。教由つないだ メドレーにしたらよかった様に層、う.

最後に女の子が 1人 出て来て礼をのべたのによいささかてれ くさいような感 しが した。

そして、合宿の最後を飾るステージよ、愛佐大手前堂て、 ハ イドンの交舎山第 5希」ベー トーベ

ンの序山 「エク
・
モントニ他教曲てあった。全体の雰囲気としては、それまて行って来た ドサ1中1りの気

分が抜けきらず、少 しなごやかになりすぎた様だった。

宿合の広い風呂場、虫に悩まされた夜、死ぬ

ほと笑った 「賢一お官Jの 夜等、数 の々思い出

を胸に秘め、松山市の合宿はその幕を開 じたの

である。              ｀

12月、第 7回 の定期演末会|よ、前年まての海

員会館から、新聞会鯨に進出した。 この行為は

当時としては、胃険であったらしいG今 までの

収支 トン トンの発表会であった定劇演奏会がそ

の性格を変えた.と い うの|よ、この演奏会は、

満員盛況となり大成功、純益 もかなり上った。

昭和30年 第 5固 定期演奏会 海 員会館
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昭ネR32年 第 7回定期演奏会



この結果、定演はオーケス トラの重要な資金源となるに至った。この大舞台への進出は、他の音楽ク

ラブにも先がけた快挙 (今からおもえばの話だが)で あったが、それに対する反発も当然部内、先輩

間にもあった。合奏を地味に行なお うとする人々、華やかな演奏会を行い 1年 の成果をひろ うしたい

と思 う人々、一体我々の音楽は有料で聞いてもらうものなのか、ヽヽや資金をかせいで一層のオーケス

トラ発展に使お う等々、現在でも現役が、時として悩まねばならぬ問題があらわれた。成長していく

クラブの持つ悩みといえるが、その裏づけとしての演奏の向上も又見逃がす事のできないものであっ

た。演奏、マネージの面で色 々と先輩の助言がオーケス トラの強力なパ ックアップとしてあったこと

も大いに幸いしたといえる。

さらに円熟味を加えた田中氏の指揮は協奏曲での危急を沈着に救い、その落ちつきは、彼の名声を

高めた。

翌年、 3年 間指揮者を続けられた田中氏に変 り同じ法学部の小泉良氏にバ トンが渡された。

この年は、伊藤れい子嬢が活躍され、ヴァイオリンのソリス トとして都合 3回 弾いていただいた。

同年夏は、富山に於いて合宿を行った。スポンサーは北陸電力の安村善一氏 (高商18回)で 御援助

願った。なお、演奏会の券を売るために (又は、スイカを得るために)炎 暑の富山市内を歩きまわる

努力も当時部員全員で行なっている。

11月、第 8回 定期演奏会が、竣工問もない神戸国際会館で持たれた。新聞会館と会場費が同じでしか

も広いためだったと言 う。ソリス ト伊藤れい子嬢でサンサーンスの 「ヴァイオリン協奏曲」ベー トー

ベン 「英雄」等であった。 7年 後の今日、思い出の国際会館で50周年記念音楽会に再び 「英雄」の聞

かれること、又、小泉氏指揮の先輩合同演奏が行なわれるのは、奇 しき巡 り合せというべ きで しょ

う。

昭末E34年、我がオーケス トラは、究輩方の迂去の経影によるキャリアの電力十等により、或る在度の

安定したテンポで前進を始めた。

夏期の合宿も、下関の有カスポンサーの後援を藤原興マネージャーがつかみ、金回りのよい合宿と

い う、現在では考えにくい状況であった。この下関合宿については水垣氏に登場願おう。

ミ昭34年7月 21日夕刻、大先輩差入れになる大きな鯛の塩焼を一寸つついてから、演奏会場へ乗込

んだ。その日は大雨のやんだあとだったと思 う。すがすがしい夕方だった。

演奏会場の梅光女学院は、たしか丘の上にある学校で、講堂の裏は崖の上になっていた。演奏前の

トレーニングのつもりで トロンボーンを思い切 り吹いていたら、切通しの向うの丘の家から人が此方

をにらんでいた。   ＼
＼、

長谷川君の指揮で、 「セヴィラの理髪師」 「白鳥の湖Jよ り抜孝、 「未完成J「 眠れる森の美女J

ワルツを演奏のあまり音響効果のよくない会場で、客席で最初の曲を聞かれたOBか ら、ボリューム

が少いと御指摘があった。演奏の出来としては、特に印象に残っていな―い。 「白鳥の湖Jな んかあま

り冴へなかったようだが、全体的には当時の水準で 「まあ普通」というところだっただろう。

まことに無責任な記憶だが、この年の合宿は、小中学校での巡回演奏、所謂 「ドサJが 比 較 的 多

く、この演奏会までにステージ慣れしていたのと、会場も学校で、それまでと大 して変らなかった為

か 「演奏会」とはいうものの、特に改まった緊張感がなかったといえる。
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とはいえ、何といっても合宿中のメインエベントであり、唯一の一般公開演奏会だけあって、終了

後は流石にホッとして、宿舎へ帰って改めて掘の身をつついては、気エンを上げた。この年の合宿は

先述の如 く、 ドサが比較的多く少々忙 しい思いもした。練習は何とかい う幼稚園まで トヨトコ出かけ

ていったが、練習量も多 く気合もよく入っていたと思 う。練習やステージの合間に、食品会社の冷凍

室やソーセージエ場の見学、海水浴、例年行事のソフ トボール等盛沢山で、今から思い、ば、いささか

「優雅すぎる位」の生活だった。

僕は 3年 生であったが、 ト ロンボーン吹きとして練習のしがいもあり張切って過 した。それに予想

以上に金回りがよくなって会計係として藤原マネ氏の敏腕に敬服すると共に、彼氏とニヤニヤし合っ

亨t。

しかし今でも 「下関合宿」といえば、す ぐにピピッと頭にうかぶものは、おかずが多 く、食べ物の

タップリあったことである。、

35年には、 7月 、国際会館に於いて、第 1回文化フェスティパルに出演した。曲日は 「未完成」な

どで指揮は、長谷川、中島の各氏であった。同月、新潟に於て合宿及び、演奏会が行なわれた。

この合宿について鈴木肇氏に語ってもらお う。

新 潟 合 宿 の 思 い 出

今`から5年 前、私が 3年 生のときの合宿であるのに、まるでもっと遠い昔の様な気がするのはな

ぜだろう。

1960年7月 13日夜 8時 20分大阪発の各蚊停車で我 約々40人のオケメンバーは新潟へ出発 したが、そ

の日は夕方からひどい雷雨で、行手に何か不安な気持を憶えたことであった。

翌 日の午後 1時33分新潟駅へ降 り立った我々はまず、駅前の広 くて立派な道路に目を見はり、出迎

えのバスをは じめ芳「潟交通のバスが全部土地産出の天然ガスで走っている事を知って又々びっくりし

たものだった。

そのパスで約10分、到着 したところは新潟鉄工株式会社入舟荘といって、ちょうど信濃川下流のデ

ルタ地帯にあたり砂ぼこりの多いさびしい下町であった。

合宿の日々は楽しかった。 ドサ廻 りは新潟高校と他に二つほどあっただけで、毎日の日課は来る定

期演奏会の為の強化練習が主な目的であった様に思 う。

午後の自由時間には必ず多勢で海水沼に出かけた、満員のパスに揺られて、今でも思い出すあの日

本海の黒々とした水平線、そ してまっ黒な砂浜、そこで我々はしばし時を忘れて戯れたものだった。

7月 23日の夜、演奏会のステージは殆んど印象に残っていない。山目もエグモントなど簡単なもの

だった。

翌朝 8時 半我々の乗った大型客船 「ゆめ じ丸」は新潟港をあとに目指す佐渡ガ島へと出1肌した。い

よいよ合宿の最後を飾る慰安旅行である。いつの間にやらメンパーも56名の大世帯になっていた。

佐渡では名高い金鉱の跡や、尖閤湾などを見物し、流人の島と云われるだけあって岩 々の立たずま

いまでがもの悲しい相川の海岸の宿で一泊、その夜は遅 くまで浜辺で唱うもの、語るものなど、楽 し

い思い出のひとときであった。
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帰路、我 気々の合ったもの同志 6人 が皆 と別れて信越本線に乗 り、途中出合った学生の推めで揚沢

温泉の近 くの 「石打Jと 云 う駅で下車し、 「高半」というひどくひなびた宿屋へ夜遅 く強引にお しか

けた。冬にはスキーでにぎわ うと問いたが、驚いたことに女中など一人も居らず婆さんとその息子ら

しい若い男と、孫みたいな女の児と3人 で行商人などを相手の宿屋であった。けれどもその夜の料理

のうまかったことは今でも忘れられない。翌 日宿料として払ったのが 6人分で3千 円だった.

次の日、東京へ出た我 は々先輩の小泉さんや坂本さんに有楽町で夕食をごちそうになった上、 「草

中ておやつても……Jと 別れ際に千円だったか貰ってとてもうれしかったのを情えている。わずか 5

年前のことだけに思い出す度にちよっびりはずかしく、それでいてなつかしい。、

又、この年戦後オーケス トラができて10周年になり、これを記念し′て、創立10周年記念誌が、半年

余の努力の末、戦前の歴史を掘 り出すのに成功し、誠に立派な本として発行された。

翌36年の合宿は、当時 2年生であった俵さんに伺った。

ミこの年、合宿は工学部の移転準備とかで、 8月 に入ってからになった。

朝、湊日Jから汽車に乗 り、昼頃には津市の午前の一身田の駅で降 りた。ひなびた所て、楽器を運ぶ

車もな く、暑 くて、重 くて、道にそった白壁がいやに長かった。そこは高田派の総本出にあたる寺を

中心にひらけた門前日Jでその寺の一角にある食堂が宿泊所荒練習所であった。境内には本堂、講堂、

社務所、鐘核等の立派な建物があり、ハス進にはびっくりするほど大きな白い花が咲いていた。全く

中し分ない環境だったが、少 衛々生的でないのは長い机は、練習用のイスになった り、食事になった

りした。井戸の水枯れは、顔を洗わなti者を公然と育て、着がえがなくなっても洗濯を しない習慣を

つ くった=

練習は朝昼晩とあり、ヴァイオ リンを始めて 2年 目の私は歯がか くか くするほどし1京られた。大半

が私と同様の七ヨバイを前に、演奏会をひかえた指揮者も大変だったと思、う3私 達 七ひっしだった.

弾けない所を何倍ものテンポにおとし、先輩に古を聞いてもらいたがら何 可も何回も練習 した.確 か

未完成F)Kで あったと思 う。

練習よ私にとってはげ しいものであったが、その後の福岡、名古屋に比べれば、余裕のある合宿だ

った。合宿の 『あるべきもの』があった。夜はハス池のカエルに悩まされ、朝は早 くから男子部員の

部屋の祭壇で始められる木魚伴奏のおつとめに悩まされ、昼は夜禁 じられた金管のけたたましい音に

悩まされ続けられながら、それでも毎夜、遅 くまで、境内l~三々五 散々 り、好きな所て、好きな人と

月を見、星を見、顔を見て、話し歌い笑ったこ又、チ リンチ リンとカネをならして、 り 十力~で お じ

いさんが食事を運んで来て くれる間、スんな階段や窓にすわってよく話していたように思 う。

演奏会までの一 日には慰安日がガって、気のいい二人に留守番を頼んで、津の浜に泳ぎにいった.

中には近所の子供を連れて行く人もあった。

近 くの工場での演奏会と粛!員の神田さんの メンヨン含むFLl日市の演奏会の終った翌 日、大望の伊勢

志摩目立公園に向った=伊 勢大神官を横 日に見て、一路、かしこ島国民宿舎ヘーー.こ こで10日間粗

食に耐えた体|二十分栄養をつけ、解放された気分を、真珠養殖中の海の中で味わった.

この夜、れに北 く7青のとの草の上にすわ り田中清三郎さんの指揮で未完成を回演奏した時のしみ じ

みした楽 とき、ま、そつ後禾熟な技能にもかかわらず、あつかましくもオケを続ける大きな 力 に な っ
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た。攻念ながら卒業まで21わlうすiilこまそんな機会はなかったJ、

37年夏の合宿は、文もや、:変転先輩 71岩日屋百貨1占の中今回氏の物質的、精神的御協力により多女

の差人れ、慰安旅行の御手門こ等、実|こ有難か った.広 々とした内にの食堂、食べれば舌に色のつくミ

ブレ、分解途中のような、運動場のはずれにある校合での夜の練習、屯のすごい蚊の肝を殺しては、

ホツキで掃いて捨てたこと。猛練習。博多及び小倉での波茶会.耶 ャ電浸への慰安旅行の長 い 六 ス道

中。太宰府天満官て学業優秀になるよう一心不舌しに祈る作‖人、これは当時の 1年生の的i片的て、気来

な思い出である。これに対してマネージャー氏十よどうであろうか.当 時の マネージャー曽町氏に語っ

ていただこう。

1`0月 6日 、オケからの封高を受け取って驚いた。50周年記念詰原稿云 々と記された促 速 状 で あ

る。学生時代あれほど青春の情熱を阪注したオーケス トラに対 し、依頼されていた原稿をすっか り忘

れていたのだから、我ながら情なく、又申し訳な く思った次第てある。朝から晩までエレクトロニク

スに追われているうちに、いつしか音の世界から取 りなされる結果となりはてました。依頼された原

稿の内容は 「九州合宿Jに ついてとい うことてありましたが、この言葉を想 うどに、細碧のそ して真

紅な想い出が脳裡に過流をよび起します。岩田庄百貨店、天神田」、コレラ、ギラギラする太陽、ブル

ック、チャィヨフスキー、病砥、蚊。なんともいいようのないノスタルジャとあれを想い起こす自己

に対して感ずるアニュイー。文才に恵まれぬ小生には、とても九州合宿を活年に整理すること|よてき

ますまい。 Lか し何という奇遇か。博多電 IRホールと小倉市民会館ての演奏会を終えた翌々年に、日

本板硝子若松工場へ勤務することにとなりました。学生気分の抜けきらぬ春 4)]、 任地につくやまっ

先に博多へ向けて快速列車に飛び乗ったもので した。そ して文 1年 、研究所勤務で神戸に帰った水を

得た魚は、果して学生時代にその若いエネルギーを学問以クトの道に湧き出させたことが、誤 りではな

かったのかと煩問する羽 日にとなりました。浅才非学の学生がその本')である科学の探究を怠ること

は、大いに問題視するべきてはなか/~lうか。 「学問とクラブ活動 と ヽヽえば、高校時代の討論会用の

論題ですが、実際には、これこそ大学生の一大手一ゼとして議論するv~忙るような気が して 来 ま し

た。音楽にうつつをぬかし、文学のと|)こになり、その実アルバイトと試験の被バサ ミとい うデ ィレ

ンマに陥入り乍ら、それに気がつかず盲進した小生の学生時代「今にして思えば、恥かしくもあり、

又痛快な絵巻物であったような気がして、苦失を禁 じえません。会社生活l~踏み込んだ若人や中老の

諸氏が、 「学生時代の放蕩Jを 嘆き 「もう少し勉強しておけば ……Jと 述懐するのは、自己弁護と逃

通のための常套手段にすぎないし、それ|よ明き人i司の叶観とい うものかも知れません。その苦汁を呑

まないための努力こそ、学生時代にやるべきであったろうと反省すると同時に、現役諸氏にも一考を

促したいと考えます。

何とはなしに始まっていつのまにか終る。何を書かんとしているのか工旨がはっきりしない。今だ

もって迷筆家の小生です。、        ＼ ＼、

3月 には例年通 り、教育学部卒演の伴奏及び渡奏を行なっている。

昭和38年 5月 開学記念祭の後、 8月 名古屋に於て合宿を行い、ベー トーベン 1第 8番 J等 を演奏し

健命
自
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た。台風の影響か出足は鈍かった。し

かし会場は立派な会館であった。

合宿所は、名大の賃で名古屋城の中

にあった。便所が不潔であったので男

子諸君 自転草にのって、県庁の近 くの

病院まで用をたしに行ったことも思い

出の一つ、朝昼晩と練習が続き、終っ

てからの風呂は、30分ばかりの散歩で

昭本B38年 楽 器運びを終って教育学部で

あり、せんじ (名古屋弁でかき氷の事)を 食べ、だべる娯楽

となった。名古屋城内にあって成をみた者、みない者、暑 く

忙しい合宿であった。

12月の定期演奏会では、部員の原久美子嘆のピア ノ ツ ロ

で、ガーシュインのラプソデ ィーインブルーが演奏された事

は特筆に値する。新世界交響出が渡奏され、好評を博した。

39年、姫路分校が鶴甲に移 り、新 人部員の著しい増加をみ

て、オーケストラも大世帯になり、いわゆるゲマインシヤフ

卜から、ゲゼルシヤフ ト′、と移行しだすのである。そしてその結果、今までの家族的な雰囲気から比

較的厳格な体f格‖が必要とされ、役員陣の増加、及び職務の区別化、強化がなされていった。そ して指

揮の面に於ても、これまでの学生指揮だけでは、精神的にも能力的にも、無理が生 じ、専門家に来て

もらって、指障をしてもらうようになった。大阪フィルハーモニーの高1指揮者である泉庄右衛門氏に

おねがい したのである。それと共に、学生指揮者に|よ大軒護君が立った=

6月 には、新 1年生の親睦を旨とした、姫路、手柄111ての小合宿=美 しい1均鷺城が印象 的 で あ っ

7)]、金沢において恒例の夏期合宿.含 信所|ま

白山のふもと、あらゆる意味において、環境のも

ぐまれた公民館てあった.規 律がきびしく、10時

消斥r、 6時 IE床。 ｀白出の……、とt うヽ有川県民

の軟にたたきおこされ、眠い目をす うながら、朝

の体操へとしぶしぶ参加.山 崎君の体操のイ能が

認識されたのはこの時である。以後彼は、合宿の

体操の先生として、なくてはならぬ存 在 とな っ

たら ｀君が代、の レヨー ドをバック ミュージック 昭和39年 金 沢合宿の食事風景

に流してのLI枚掲揚、費H長さんの朝の訓話で毎日が開始された。消kJのはずの真夜中、奥の男子の部

屋で|よ、に大の宮岡氏と一升びんをまん中に、いろいろな講義が行われ、下級生一同、有難 く拝聴し

た次第てある.合 宿の中日に河原へ出てファイヤーストーム。明日の晴天を約束し、一 日の最後の光

〕を′十 一|と こヽ敗ちながら、今まさに落ちんとする夕日を受けて、赤 く峡えていた橋が、妙に心にの

昭和38年 名 古屋での演奏会
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こっている。 ゲームに興 じて時をすごす。空を仰げば満天の星、目の前には、火を通 して見る紅潮し

た友の顔、顔。ここに合宿ムー ドは最高に達 した。 この日以後、諸先輩が応援にかけつけて下さり、

毎日、緊張 した練習が続いた。人数の増減がはげしかったので、人数確認にテンテコマイしていた食

事係が気の毒だった。旗奏会は金沢の観光会館で行なわれた。出日はニヨライの 「ウインザーの陽気

な女房たちJ、 「未完成J、 準部員の長尾誠子嬢のソPで モーツアル トの 「ヴァイオリン協奏由第四

番Jが 員奏された。アンコールにやった 「狩」の富田登先輩による 「ピス トルゴッヨJが 好 評 を博

し、会場の人気をあつめた。

12月。神戸及び、は じめての大阪進出である産経ホールでの連日にわたる定期演奏会が 行 な わ れ

た。指揮、泉庄右衛円氏、大軒護君①山目は 「運命」外出雄三の 「デ ィベルティメントJそ の他。当

日は会場に外出雄三氏を迎えた。オリンピックの五輪マークで色どられた、39年、西暦1964年.神 戸

大学オーケストラ部も従来の学生指揮者だけの伝統をうちやがり、泉氏という若き、情熱に燃えた指

揮者を迎え、昭和40年度へと、うけつがれて行 くのであった。 4月 。六甲キャンパスに、朝の 6時 半

からあつまって、新人生確保の為の受付け作 り。各クラブ、もっとも確保条件に適した場所を陣どる

ために懸命である。 1年生にアピールすべ く、ポスター、看板、ビラを配って待機。この4月 の歓誘

風景は毎年の行事ながら、実に楽しいものである。希望にあふれた 1年生が、両手にいっぱいのビラ

を手に して半分は痛 しそ うに、半分は迷惑そ うな顔をして上被生の歓誘のたくみな美辞度句を聞いて

いる.か くして、各クラブの争奪戦を通ってオーケス トラ部に人部した 1年生がはじめて経験したオ

ーケストラの合宿生活、6月 の嬉野での小合宿について、 1年 生の英君は次のように感想をのべてい

つ れ づ れ

的  野  治  子

高 1の夏休み、鳥取県との県境いに近い岡山県真庭郡のある寒村に滞在 したことがある。そ

こは姫新線中国勝山駅から国鉄バスで 1時 間程 入ったであろうか、村の中には小学校と中学校

が一つずつあるにすぎなく、澄みきった空気と風光の美しさにもマンネリズムになった村人の

単調な生活が続いていた。そんなある時、岡山市内のアマチェア合奏団 (オーケス トラと云え

るほど大がか りなものではなく、メンバーも小、中、高校生であったと記憶 している。)が や

ってきて小学校で旗奏会を開いた。いわゆる ドサまわ りの地で喜 々として旗奏する同年輩の人

達の顔に音楽を奏でる喜びがあふれていた。

私にはこの時以来、自分 もハーモニーを作る一 メンバーにかわ りたいという気持があった。

当時私が通学 していた高校には楽器部らしきものもなく、やっとそれが実現の連びになったの

は大学 1年 の後半、神大オケに入部 してからのこと。家に残っていた大正時代の追物の、あま

り上等でもないパイオリンを修結 しての念願成就である。と云っても、もともと楽器は何一つ

さわれない私のことであったから最初の半年は開放弦の鳴らし方から手ほどきを受けなければ

ならない。私の為にわざわざ貴重な時間をさいてこれをして下さったのが鈴木 (旧、田中)ミ

子さんである。
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る。

6`月 の中旬の小合宿は、部員の親陸、技術の練磨、日頃オーケス トラを聞く機会のない人々に少

しでも生の音楽を聞いてもらう (注この小合宿を利用 して三木市の小中学生、 3校 で演奏 会 を 開 ヽヽ

た3)な どの目的について、一応の成功を得られたと思 う。P佳、我々1年生にとっては、授業をぬけ

たという事が心配の種であったけれども。この合宿を通して神大オーケス トラ部とい うものがどんな

tの か実感として理解できたと思 う。上級生の人柄ものみこめた。又、演奏後の拍手は、大学祭の時

こ何か違った感動をかきたてられた。この合宿を計画し実行 した 2年 生を傍から見ていて、その仕事

)むつかしさもわかった。何事においても部員一同の団結というものをいかに必要とするかというこ

とも分った。 しかし、この合宿にもい くらかの脱線があった。夜、男子宿舎で、寝ながら大声で歌を

うたった事、積んであるふとんの出で胴馬をして公民館の館長さんにおこられた事など……。全体と

しては非常に楽 しいものであったし、今後、部の中心をなす 1、 2年 生にとっては大変良い合宿であ
→たといえよう。、

7月 、株価の暴落に反映される日本経済不振のあおりをくって、今年度大学卒業生の就職は困難を

言わめた。この事実に関する記事が、各週刊誌を賑わし、実際に、オーヶス トラの4年 生からも苦労

話しを聞き、やがて、来年、あるいはさ来年、せまりくる我身の行 くすえを案 じ、夏のひで りの中を

汗をふきふき、オーヶス トラヘ。 『勉強とクラブ活動の両立』とい う事が、いかに大切な事であり、

是非とも実行せねばならぬと、改めて思いおこされた。 7月末から夏期合宿がはじまった。松山市の

電信町において行なわれた。毎年合宿所の選定にはマネージャーが最 も苦しむ問題なのであるが、第

このようにしてメンパーの一員になってからは時には高 く、速い音楽が弾けないでこっそ り

弓を浮かす ことに専念した り、時には楽符写 し|こフーフーと嘆息しながらも楽 しいオケ生活が

始まった。奉は六甲台の禄が一段と濃 くなる時に講堂での開学記念祭、夏は合宿兼 地 方 演 奏

会、秋には恒例の定期演奏会、冬は教育学部吉楽科の卒演に質助出演、と毎年オケの歴史は四

季を通 じて新 しく生れていった。

が、この四大行事の間に行なわれた幾つかの ドサまわ り。以前岡山の山奥で客席から見たも

のが主客転倒 してみると、これはそんなにも喜んでばか りいられなくなったc地 方の隅々まで

音楽教育の普及 した今日、未熟な私などの演奏をわがもの顔に聞かせることは都会人の持つあ

る種の高慢にすぎないのではなかろうか、と考え始めたからである。

神大オケはあくまで一つのクラブにすぎない。 しかし音楽技術の底辺が非常に発達 した社会

でアマチュアならどこまで決奏技術を落してもいいと云うのであろう。いつも気にかか りなが

ら、私自身の技術がそれ相応に向上しない為、この問題は未解決のままに再びオケの外の人と

なった.現 役の方 が々こういった技術の問題をも乗 り越え、今後ますます楽 しいオケを作って

ドきることを望みたいc

十ヤを軽れて 3年 数箇月、せめてオケの思い出に演奏会の録音を自分のテープに入れておこ

うこ思って、ヽとのだが、怠惰な私|よ未だそれをもなし得ないでいる始末である。
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1の 条件として経済的に赤字のでないことが絶対に必要である。又、60名に近い人間を 1週 間以上宿

泊させなければならない事、これに加えて、或る程度の広さをもった練習所を近辺に備えていること

が必要である。先輩の力に依存した演奏会を行なうことによって経済的には黒字とまで行かなくても

赤字を防 ぐことはできるが後者の問題については、適所をさがすのは近年益々困難になりつつある。

このような問題をかかえた今年度の夏期の合宿の企画に着手されたのは、昨年の 7月 頃であった。出

だしは好調で、最初の計画では演奏会を二、三行なうとい う、演奏旅行の形式が考えられたが、いろ

いろ困難な問題にがつか り、結局、今年になって例年通 りの形の合宿となった。 6月 になって松出市

に赤痢が発生 し、重信町にて合宿する事が危まれた。あまりにも突然のことで、一時は合宿中止とい

う問題まで起 り、神戸で短い合宿をして直接松山市での演奏会に臨まなければならないとい う気配で

あったが、幸い 7月 の末になって赤痢の嵐もしずまり、危機一発のところで、重信町にて合宿が可講

となった次第である。この合宿地の選択に関しては、次代をうけつ ぐマネージャー連の最 も考慮を必

要とすべき問題となるであろう。

この合宿後の反省会から、主なものをまとめてみると、一に、合宿へ行 くまでの練習が不充分であ

る、二に、合宿では個人の技術向上を目的とするか、オーケス トラ全体のアンサンブルをまとめてい

くか。三に、選曲。今度の場合、特に難出がかさなり、消化しきれなかった感があった。それ故、せ

っか く来ていただいた泉氏の技術的要求についていけず、専門家をわざわざ呼んだ効果がなかった。

四に、演奏での技術的な不注意以前の、不注意があまりにも多すぎた等々。合宿が単に 「楽しかった

」の一語でおある事なくして、これらの諸問題を提起し、これからのオーケス トラの合宿活動の方向

づけに役立てば幸いであろう。松山演奏会での出日は、ベー トーベンの 「シンフォニー 1番」 「エグ

モント」、サンサーンスの 「ヴァイオリン協奏曲 3番 」及び 「フィンランディア」。この合宿で特筆

すべきは、 1年 生の相互の団結力のかたさである。荷物運び、楽器運びの際の 1年生の機敏な協力体

待Jは目をみはるばか りで、合宿運営にあたってその中核をなしたと思われる。

9月 から10月にかけての試験をすませ、今や我々は日前にせまりくる、50周年記念、定期演奏会の

練習に全力をそそいでいる。我々はこの50年間をふ りかえる事によって、現在我々が存する立場を次

の時代への接点として、今まで以上に深 く認識する事ができた。諸先輩から50年の長きにわたってひ
・
きつがれてきたこの音楽精神を、50年後の者 き後輩たちにまで伝える為に、我々が、がんばらねばな

らないとい う熱意にもえているる

＼
＼
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編 集 後 記

今年4月 、創立50周年を記念して何か行事をやろうという事になった。先ず記念誌の発行と

先輩によるワンステージの案が出された。記念誌発行の準備は、7月末、原稿を依頼すること

から始めたが予想に反し、戦前の方からの寄稿が多かった。この小冊子の目的は先輩の挿話を

はさんで、通史を書 くことであった。すでに5年前りっぱな45年誌ができており、我々は、別

の面からオーケス トラ活動を示そうと思った。

言葉を換えれば、そうせざるを得なかったとも言え、部全体が結集した前の本にくらべ今度

は、比較的小数の部員がこの製作にあたった。あれやこれやの都合上この小冊子が、できあが

った。興「/R深く読んでいただけるだろうか、戦前戦後の先輩の原稿を時を追って並 べ てみ た

が、そこには、テーマを設定しなかったにもかかわらず、自ら学生オケとしても楽しみも、苦

しみも表われ,過 去への追憶と現状への批判が如実にあらわれている。この小冊子は、学生オ

ーケス トラに青春を過したということによって、青春の書であると言えるだろう。年に一回の

響友会報、年に二、三回出されるだろうオーケス トラの部内報、これらは、次々と堆積してい

って一つのまとまりはないが歴史資料となっていくだろう。我々が、充分まとまりのある本を

作れたとはいいにくいが、時々の (10年に一ペンかの)通 史の一つを作る事ができてうれしく

感じる。出りなりにも歴史であるからその時々の部内の雰囲気が記述に反映することは、当然

なことである。この小冊子や、響友会報やオーケス トラ新聞から現代学生気質を感じとっても

らえれば、古き先輩との交流の助けとなるであろう。

編集委員会に先輩を加えなかった事、あまり先輩の話をお聞きしなかった事等、種 反々省す

べき点を含みながら、出きあがったのがこの本である。

一方工学部の前身、神戸工専に於ける音楽活動をさぐってみようとした。神戸大学工学部の

名誉教授である中西雄氏宅を伺い当時のメンバーをお聞きした。時間的に間にあわないが、5

ページほどの小冊子が、響友会報の形で工専の音業部旧メンバーの方の原稿を出したいと思っ

ている。中西教授の話によれば、昭和の初め、今の兵工高の学生らと共に日本でおそらくはじ

めてボレロをブラスバンド演奏されたという。その後戦争終了までブラスバンドの形で、時に

は、弦楽合奏の形で存在した。中西教授の教え子の中には、神戸高校のブラスバンド指揮をし

ておられる竹本先生や、松山BKオ ーケス トラで、指揮編曲などやっておられるヴァイオリニ

ス ト和国定範氏等がおられる。いずれくわしくは、お知らせするつもりです。

編 集 者 一 同

編集委員長 T14 野  間  雄  二   言 1委 員 長 E14 片 井 宏  至

委員 E14 青  柳    良   B14 島  田  輝  史   J14 大  軒    護

L13 平  島  直  子   L13 原    久 美子

なお、色々と先輩に御協力していただきました。ここにお礼申し上げます。

最後に、非常に短期間にまずい字の原稿をもLて いき、迷惑をかけた藤原印刷の皆さんに

感謝します。
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